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北長野駅 吉田東町バス停

交通アクセス
■しなの鉄道 ……北長野駅から徒歩10分（経路沿いの歩道橋を渡り、東へ約１km）
■長野電鉄 ………信濃吉田駅から徒歩15分　朝陽駅から徒歩15分
■長電バス ………（運動公園線）吉田東町停留所から徒歩３分

交通アクセス
■JR …………………平田駅から徒歩20分
■アルピコバス ……（寿台線）竹渕停留所から徒歩10分　西原停留所から徒歩５分

能力開発セミナー
コースガイド

社員教育をローコストで
お手伝いします！

働く人のための短期
スキルアップ研修

独立行政法人高齢･障害･求職者雇用支援機構　長野支部

2023
2023年4月

2024年3月

ポリテクセンター長野 ポリテクセンター松本

ポリテクセンター長野
（長野職業能力開発促進センター） （松本訓練センター）

ポリテクセンター松本

ポリテク長野 検索 ポリテク松本 検索



技術革新や人材のニーズ変化に対応した、高度な技術・
技能を習得するための２～４日間の短期講習です。
従業員の方のスキルアップに向けて能力開発セミナー
をぜひご活用ください。

能力開発セミナーとは？

お気軽にご相談ください。ご相談は無料です。

ものづくり分野に特化した内容であり、座学と実技・実習を組み合わせた実践
的なセミナーです。

会社にお勤めの方、業務上のスキル向上を目指す方ならどなたでも受講できます。
短期間で専門的な技能を習得したい方にお勧めです。

ポリテクセンターの教室、実習場で行います。平日開催のほか土日開催のコー
スもあります。

セミナー終了後の受講者アンケートでは、受講者の 99.5％から「大変役に立っ
た」「役に立った」と評価していただきました。

コースの内容は？

受講対象者は？

受講場所は？

系 主な分野

機械系（一部松本のみ） 機械設計、機械製図、汎用・ＮＣ機械加工、機械保全、
溶接加工

電気・電子系 シーケンス制御設計、油空圧制御システム設計

居住系（長野のみ） 建築設計 / 製図、施工計画 / 管理、給排水衛生設備

管理系 工程管理、品質管理、指導技法

受講者満足度　99.5％（令和３年度実績）
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●受講申込書（55ページ）（ポリテクセンターのホームページからダウ
ンロードもできます）に必要事項を記入の上、FAXでお申込みください。
※受付は先着順です。
※�コースの空き状況は事前にお電話で確認いただけます。ホームページにも受付状況を記載
しています。
※申込締切日（原則：セミナー開始日の14日前）迄にお申込みください。

お申込みから受講まで
お申込み

受講決定

受講料の
お振込み

セミナー
受講初日

セミナー
修了

請求書の送付

ポリテクセンター長野
【FAX】　026-243-2797

ポリテクセンター松本
【FAX】　0263-58-5062

●お申込み後、受講の可否（「受講可能」又は「キャンセル待ち」）を申込
担当者様宛に電話連絡します。お申込みから３日を過ぎても電話がない
場合は、お手数ですが、ポリテクセンターまでご連絡をお願いします。
※電話連絡は午前９時～午後５時（平日）です。

●セミナー開始日の概ね一か月前に「請求書」を申込担当者様宛に郵送しま
す。なお、やむを得ない事情によりセミナーが中止される場合はこの時点
で電話連絡します。

●請求書に記載されている振り込み期限（セミナー開始日の14日前まで）
に受講料のお振込みをお願いします。請求書がお手元に届かない場合は
申込みをしたポリテクセンターへご連絡ください。
●受講料振込み確認後（セミナー開始日の概ね10日前）に受講票を郵送
します。セミナー受講者へお渡しください。
※振込手数料はご負担願います。現金でのお支払いはできません。

●受講票に記載されている指定の場所（長野は訓練生ホール、松本は講習
会場）にお越しください。

●受講票に記載されている集合場所、時間、服装、持ちものを必ずご確認く
ださい。
●遅刻、欠席をされる場合は必ずポリテクセンターへご連絡ください。

●所定の出席時間（２日間コースは１２時間、3日間以上のコースは総訓練
時間の８０％）を満たした受講者へ修了証書を交付します。
●受講者およびその事業主の方に向けた「アンケート」を行っています。今
後の参考にいたしますので、ご協力をお願いいたします。
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【Ａ】セミナー受付は常時行っていますので、いつで
もお申込みできます。締切数か月前でも定員に
達する事がありますので、早めのお申込みをお
勧めします。

【Ｑ】いつ頃申込みしたらいいですか

お問合せの多いご質問に

お答えします
【Ａ】受講申込は FAX のみで承ります。電話、メール、

ホームページでの受付はしておりません。
　　 受講申込書（55 ページ）に必要事項をご記入

の上、FAX でお申込みください。

【Ａ】各セミナーに関する基本知識を有する方として
います。セミナーによっては詳細な受講条件を
設定している場合がありますので、セミナー
コースガイド、ホームページでご確認ください。

【Ａ】詳しい内容については、実施するポリテクセン
ターまで、お気軽にお問合せください。

【Ａ】基本的には 9 時～ 16 時（昼休憩 1 時間）ですが、
セミナーによって開始、終了時刻が異なります。
お申込みのセミナー「時間帯」の欄をご確認く
ださい。

【Ａ】無料駐車場がございますのでご利用ください。
ただし、台数に制限がございますので駐車ス
ペースを確約するものではありません。駐車場
での事故等については、ポリテクセンターでは
責任を負いかねますのでご了承ください。

【Ａ】セミナー開始日の約１か月前の時点で受講申込
者が一定の人数に達していない場合は中止させ
ていただく場合があります。また、やむを得な
い事情により、日程変更や中止させていただく
場合があります。

【Ａ】実施するポリテクセンターへお電話または FAX
でご連絡ください。

【Ａ】セミナーガイドのコース内容にある「持ちもの」
欄でご確認ください。特に、作業帽、作業服、
保護メガネ及び安全靴等が必要なコースでは、
忘れずにお持ちください。

【Ａ】施設内に飲み物の自動販売機が設置されていま
す。食堂はございません。お弁当等を持参され
た方は、「訓練生ホール」をご利用ください。

【Ａ】セミナー開始日の 14 日前までに実施するポリ
テクセンターへお電話でご連絡いただき、併せ
て「受講キャンセル届」（56 ページ）を FAX
でお送り下さい。
なお、上記期限を過ぎたキャンセルについては
受講料を全額ご負担いただきます。

【Ａ】セミナー開始日の３営業日前までに「受講者変
更届」（57 ページ）を実施するポリテクセンター
へ FAX でお送り下さい。お手元に受講票が届
いている場合は、受講者名を訂正してお持ちく
ださい。なお、セミナー開始後に受講者を変更
することはできません。

【Ａ】申込みをしているセミナーをキャンセルしてい
ただき、新規に申し込んでいただく必要があり
ます。キャンセルについては上記を参照くだ
さい。

Q＆A
【Ｑ】電話やメールでの申込みはできますか

【Ｑ】申込みの条件はありますか

【Ｑ】セミナーの詳しい内容を教えてください

【Ｑ】セミナー開始時刻は何時ですか

【Ｑ】 駐車場はありますか

【Ｑ】申し込んだセミナーが中止になることはあ
りますか

【Ｑ】申し込んだセミナーを欠席する場合はどの
ようにしたらよいですか

【Ｑ】受講する際の服装、持ち物はどのようにし
たらよいですか

【Ｑ】施設内に自動販売機や食堂はありますか

【Ｑ】申し込んだセミナーをキャンセルしたいの
ですがどのようにしたらよいですか

【Ｑ】申し込んだ後で、受講者を変更することは
できますか

【Ｑ】申し込んだセミナーを他のセミナーに変更
できますか
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株式会社桜井製作所
代表取締役　桜井　雅史　様
長野県埴科郡坂城町大字中之条８９５
TEL　０２６８－８２－２８３３（代表）
URL http://www.sakuraiss.co.jp/

Ｑ：貴社の事業内容を教えてください
Ａ：当社は金属プレスの深絞り加工を中心に、金型設計・試作・量産・金型メンテナンスなどを

一貫生産で行い、お客様のご要望にお応えした製品を提供しています。当社では円筒絞りが
多いですが、他にも角筒や円錐形状の絞り品も提供しています。

Ｑ：人材育成についてのお考えや取組みについて、お聞かせください
Ａ：縁があって当社に入社した人材に教育の機会を持ってもらい、活躍を期待する上で重要視し

ています。坂城町は地域ぐるみで教育の場を設けていて、夕方から受講できるコースが多く
あり、仕事と教育の共存は大切だと考えています。育成については社内幹部が教える機会も
ありますが、ポリテクはじめ、専門性の高い外部機関の教育を積極的に受講させています。
また、資格取得についても、社員のやる気や自信につながると考えているので積極的にバッ
クアップをしています。

Ｑ：従業員の方に受講を勧めたきっかけは何ですか
Ａ：「知識」や「技術」の習得は、仕事に対する姿勢や仕事内容が広がると考えています。
　　業務に関係する知識・技術の習得はもとより、外部教育を受けることにより、業務に直接関

係のない内容があったとしても、知識の幅、人間の幅、仕事の幅を広げることも重要である
と考えて受講を勧めています。

Ｑ：能力開発セミナーはお役に立ちましたか
Ａ：能力開発セミナーは、体系的・論理的に専門家から指導してもらうことができるので大変役

立っています。受講のたびに社員の仕事の進め方、スピード、正確性が上がっていると実感
しています。社内教育はコア技術だけになりがちですが、能力開発セミナーは全体を知るこ
とができるので、その点も良いと思います。

Ｑ：当センターへのご要望をお聞かせください
Ａ：より専門性の高いコースがあれば今後も積極的に活用したいと思っています。ニッチな分野

になりますが、「塑性加工領域」などあるとありがたいです。外部機関の教育を受講してもら
うことは良い刺激になりますが、限られた人材で業務を進めているので、夕方や夜間の 2 ～
3 時間のセミナーがあるとありがたいと思います。

Ｑ：（セミナー受講者へ）受講された感想をお聞かせください

ポリテクセンター長野 機械系、電気・電子系、管理系の
セミナーをご利用いただきました

自社製品 本社社屋

Ａ：「幾何公差の解釈と活用演習」のコースを受
講しました。幾何公差について深く学ぶ機
会はあまり無かった為、理解を深めると同
時に貴重な経験ができたと感じました。図
面を見る際に製品における重要なポイント
や設計者の意図がわかる様になり、製品に
対する理解が深まりました。　　　（A さん）

Ａ：「有接点シーケンス制御の実践技術」のコー
スを受講しました。電気回路については義
務教育以来関わったことのない自分でも、
研修最終日には課題のシーケンス図を自分
で描き、形にすることができました。回路
の基礎や工具の使用方法から丁寧に指導し
ていただき、個々のレベルや習得速度に合
わせて進行するので、確実にシーケンス制
御の基礎を習得できる研修であると感じま
した。　　　　　　　　　　　　　（Sさん）
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Ｑ：貴社の事業内容を教えてください
Ａ：精密金型製作の技術をベースに精密金型の設計／製造（単発金型・順送金型）、金属プレ

ス加工品の製造（接着積層コア、電気自動車などの電装用部品の端子類ほか金属精密プ
レス品が得意）、高機能フィルム加工品の製造（スマホ用放熱シート、光学機器用遮光シー
トが得意）、接着積層モーターコアの製造（薄板電磁鋼板を使用した高性能品が得意）等
を行っております。

Ｑ：人材育成についてのお考えや取組みについて教えてください
Ａ：法令順守の免許／資格の取得以外に、各種の講習、教育プログラムに参加したり、従業

員の更なるスキル向上を目的として、長野県マイスターに弊社職場への実地派遣指導を
いただいております。また、生産機器を必要に応じて社内で開発することで、低コスト
につながる体制整備・強化はもちろんのこと、社内のスキルアップ、技術向上にもつな
げています。

　　従業員全員が能力を高め、会社と共に発展していける、そんな企業を目指しております。

Ｑ：受講を勧めたきっかけは何ですか
Ａ：弊社の業務内容とマッチングしており、従業員の能力向上に役立つと思い受講を勧めま

した。特に、社内教育では伝わらない部分を基礎から勉強できる機会と思っております。

Ｑ：能力開発セミナーはお役に立ちましたか
Ａ：日々の業務で非常に役立っております。学んだことを次世代に継承していく意味でも、

能力開発セミナーに参加できたことは大きな財産となっています。

Ｑ：受講された方々のご感想はいかがでしたか
Ａ：受講した従業員は実務経験５年から 10 年の従業員でしたが、「基本から学び直したこと

により改めて気付くことも多くありました」と聞いております。

Ｑ：当センターへのご要望をお聞かせください
Ａ：初級から上級まで幅広い内容の講習が開催されると選択肢が増え、より多くの方の受講

につながるものと思います。

本社社屋 製品（積層コア、曲げ絞り加工品） 製品（順送金型）

ポリテクセンター松本 ポリテクセンター松本の機械系、管理
系のセミナーをご利用いただきました

株式会社山本精機
取締役副社長 花田 清幸 様
長野県北安曇郡松川村５２６８－２２０
TEL ０２６１－６２－９７１３（代表）
URL http://www.yamamotoseiki.co.jp/
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コース一覧＆年間スケジュール表（機械系、電気・電子系）
実施
場所 分野 コース

番号 定員 受講料（円） 詳細
ページ コース名 2023 年

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 2024 年
1 月 2 月 3 月

長野

機械設計／
機械製図

8M201 12 ¥14,500 13 実践機械製図＜手描き編＞ 5 ～ 8
8M211 12 ¥12,500 13 ２次元ＣＡＤによる機械製図技術＜コマンド習得編＞ 27 ～ 30
8M221 10 ¥12,000 14 ３次元ＣＡＤを活用したアセンブリ技術 29 ～ 31
8M111 10 ¥8,000 14 幾何公差の解釈と活用演習＜図面の正しい理解のために＞ 20，21
8M251 10 ¥13,000 15 機械設計のための総合力学 17 ～ 19
8M121 10 ¥13,000 15 最大実体公差方式の解釈と活用演習 25，26

松本

9M001 10 ¥10,000 31 切削加工を考慮した機械設計製図＜図面情報の見方・読み方＞ 18，19
9M002 25，26
9M011 10 ¥14,000 31 ３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術

【SolidWorks】 31 ～ 2

9M021 10 ¥14,000 32
３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術
＜３次元ツールを活用した一気通貫＞

【Fusion360】
7 ～ 9

9M031 10 ¥14,000 32 設計に活かす３次元ＣＡＤソリッドモデリング技術
【Fusion360】 21 ～ 24

9M041 10 ¥10,000 33 各種加工方法を考慮した設計技術
＜切削加工、特殊加工、板金、溶接編＞ 20，21

9M051 10 ¥11,500 33 幾何公差の解釈と活用演習
＜「旧寸法公差方式」のあいまいさと「幾何公差方式」の優位性＞ 29，30

9M061 10 ¥11,500 34 最大実体公差方式の解釈と活用演習
＜測定コストを大幅に削減する画期的な方法＞ 31，1

試作／解析／評価 9M071 10 ¥21,500 34 ３Ｄプリンタを用いた製品試作における造形技術 6 ～ 8

長野

汎用
機械加工

8M321 10 ¥12,500 16 切削加工の理論と実際 3 ～ 5
8M301 9 ¥18,000 16 旋盤加工技術＜外径・内径加工編＞ 20 ～ 23
8M302 12 ～ 15
8M311 5 ¥18,000 17 フライス盤加工技術＜段・溝加工編＞ 11 ～ 14

松本
9M101 10 ¥18,000 35 旋盤加工技術＜外径加工編＞ 24 ～ 26
9M111 10 ¥12,000 35 旋盤加工技術＜内径加工編＞ 27，28
9M121 7 ¥22,500 36 フライス盤加工技術＜平面・六面体加工編＞ 10 ～ 12
9M131 7 ¥14,500 36 フライス盤加工技術＜段・溝・勾配加工編＞ 13，14

長野 ＮＣ
機械加工

8M401 10 ¥18,500 17 ＮＣ旋盤プログラミング技術＜ＦＡＮＵＣ編＞ 7 ～ 10
8M411 10 ¥18,500 18 マシニングセンタプログラミング技術 24 ～ 27

松本 9M141 10 ¥13,000 37 ＮＣ旋盤プログラミング技術＜ＦＡＮＵＣ編＞ 5 ～ 8
9M151 10 ¥13,000 37 マシニングセンタプログラミング技術＜ＯＳＰ編＞ 7 ～ 10

長野 機械・
精密測定

8M101
10 ¥7,500 18 精密測定技術＜測定器習得編＞

19，20
8M102 12，13
8M103 20，21

松本 9M201 10 ¥6,500 38 精密測定技術＜測定器習得編＞ 6，7
長野 機械保全 8M601 16 ¥12,000 19 生産現場の機械保全技術 8，9

8M602 11，12

松本 溶接加工

9M501 8 ¥17,000 38 ステンレス鋼のＴＩＧ溶接技能クリニック 18，19
9M502 6，7
9M511 8 ¥14,000 39 パルスＴＩＧ溶接実践技術＜ステンレス鋼編＞ 30，31
9M521 8 ¥17,500 39 アルミニウム合金のＴＩＧ溶接技能クリニック 27，28
9M531 8 ¥14,000 40 半自動アーク溶接技能クリニック 11，12
9M541 8 ¥17,500 40 被覆アーク溶接技能クリニック 16，17

New

New

New

New

New

実施
場所 分野 コース

番号 定員 受講料（円） 詳細
ページ コース名 2023 年

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 2024 年
1 月 2 月 3 月

電
気
・
電
子
系
　
　

長野 シーケンス
制御設計

8D011
8 ¥13,500 20 有接点シーケンス制御の実践技術

26 ～ 28
8D012 13 ～ 15
8D013 20 ～ 22
8D021 8 ¥13,500 20 シーケンス制御による電動機制御技術 17 ～ 19
8D022 4 ～ 6
8D031 8 ¥13,000 21 ＰＬＣ制御の回路技術 31 ～ 2
8D032 18 ～ 20
8D041 8 ¥12,500 21 ＰＬＣ制御の応用技術 21 ～ 23
8D042 15 ～ 17
8D051 8 ¥12,500 22 ＰＬＣによるタッチパネル活用技術 20 ～ 22

機
械
系

7



コース一覧＆年間スケジュール表（機械系、電気・電子系）
実施
場所 分野 コース

番号 定員 受講料（円） 詳細
ページ コース名 2023 年

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 2024 年
1 月 2 月 3 月

長野

機械設計／
機械製図

8M201 12 ¥14,500 13 実践機械製図＜手描き編＞ 5 ～ 8
8M211 12 ¥12,500 13 ２次元ＣＡＤによる機械製図技術＜コマンド習得編＞ 27 ～ 30
8M221 10 ¥12,000 14 ３次元ＣＡＤを活用したアセンブリ技術 29 ～ 31
8M111 10 ¥8,000 14 幾何公差の解釈と活用演習＜図面の正しい理解のために＞ 20，21
8M251 10 ¥13,000 15 機械設計のための総合力学 17 ～ 19
8M121 10 ¥13,000 15 最大実体公差方式の解釈と活用演習 25，26

松本

9M001 10 ¥10,000 31 切削加工を考慮した機械設計製図＜図面情報の見方・読み方＞ 18，19
9M002 25，26
9M011 10 ¥14,000 31 ３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術

【SolidWorks】 31 ～ 2

9M021 10 ¥14,000 32
３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術
＜３次元ツールを活用した一気通貫＞

【Fusion360】
7 ～ 9

9M031 10 ¥14,000 32 設計に活かす３次元ＣＡＤソリッドモデリング技術
【Fusion360】 21 ～ 24

9M041 10 ¥10,000 33 各種加工方法を考慮した設計技術
＜切削加工、特殊加工、板金、溶接編＞ 20，21

9M051 10 ¥11,500 33 幾何公差の解釈と活用演習
＜「旧寸法公差方式」のあいまいさと「幾何公差方式」の優位性＞ 29，30

9M061 10 ¥11,500 34 最大実体公差方式の解釈と活用演習
＜測定コストを大幅に削減する画期的な方法＞ 31，1

試作／解析／評価 9M071 10 ¥21,500 34 ３Ｄプリンタを用いた製品試作における造形技術 6 ～ 8

長野

汎用
機械加工

8M321 10 ¥12,500 16 切削加工の理論と実際 3 ～ 5
8M301 9 ¥18,000 16 旋盤加工技術＜外径・内径加工編＞ 20 ～ 23
8M302 12 ～ 15
8M311 5 ¥18,000 17 フライス盤加工技術＜段・溝加工編＞ 11 ～ 14

松本
9M101 10 ¥18,000 35 旋盤加工技術＜外径加工編＞ 24 ～ 26
9M111 10 ¥12,000 35 旋盤加工技術＜内径加工編＞ 27，28
9M121 7 ¥22,500 36 フライス盤加工技術＜平面・六面体加工編＞ 10 ～ 12
9M131 7 ¥14,500 36 フライス盤加工技術＜段・溝・勾配加工編＞ 13，14

長野 ＮＣ
機械加工

8M401 10 ¥18,500 17 ＮＣ旋盤プログラミング技術＜ＦＡＮＵＣ編＞ 7 ～ 10
8M411 10 ¥18,500 18 マシニングセンタプログラミング技術 24 ～ 27

松本 9M141 10 ¥13,000 37 ＮＣ旋盤プログラミング技術＜ＦＡＮＵＣ編＞ 5 ～ 8
9M151 10 ¥13,000 37 マシニングセンタプログラミング技術＜ＯＳＰ編＞ 7 ～ 10

長野 機械・
精密測定

8M101
10 ¥7,500 18 精密測定技術＜測定器習得編＞

19，20
8M102 12，13
8M103 20，21

松本 9M201 10 ¥6,500 38 精密測定技術＜測定器習得編＞ 6，7
長野 機械保全 8M601 16 ¥12,000 19 生産現場の機械保全技術 8，9

8M602 11，12

松本 溶接加工

9M501 8 ¥17,000 38 ステンレス鋼のＴＩＧ溶接技能クリニック 18，19
9M502 6，7
9M511 8 ¥14,000 39 パルスＴＩＧ溶接実践技術＜ステンレス鋼編＞ 30，31
9M521 8 ¥17,500 39 アルミニウム合金のＴＩＧ溶接技能クリニック 27，28
9M531 8 ¥14,000 40 半自動アーク溶接技能クリニック 11，12
9M541 8 ¥17,500 40 被覆アーク溶接技能クリニック 16，17

実施
場所 分野 コース

番号 定員 受講料（円） 詳細
ページ コース名 2023 年

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 2024 年
1 月 2 月 3 月

電
気
・
電
子
系
　
　

長野 シーケンス
制御設計

8D011
8 ¥13,500 20 有接点シーケンス制御の実践技術

26 ～ 28
8D012 13 ～ 15
8D013 20 ～ 22
8D021 8 ¥13,500 20 シーケンス制御による電動機制御技術 17 ～ 19
8D022 4 ～ 6
8D031 8 ¥13,000 21 ＰＬＣ制御の回路技術 31 ～ 2
8D032 18 ～ 20
8D041 8 ¥12,500 21 ＰＬＣ制御の応用技術 21 ～ 23
8D042 15 ～ 17
8D051 8 ¥12,500 22 ＰＬＣによるタッチパネル活用技術 20 ～ 22
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実施
場所 分野 コース

番号 定員 受講料（円） 詳細
ページ コース名 2023 年

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 2024 年
1 月 2 月 3 月

電
気
・
電
子
系
　
　

松本 シーケンス
制御設計

9D001 ８ ¥12,500 41 有接点シーケンス制御の実践技術 13，14
9D002 14，15
9D011 ８ ¥13,500 41 シーケンス制御による電動機制御技術 15，16
9D012 25，26
9D021 10 ¥9,000 42 ＰＬＣプログラミング技術 ９，10
9D022 19，20
9D031 10 ¥9,000 42 ＰＬＣ制御の応用技術 21，22

長野 油空圧制御
システム

設計

8D111 8 ¥18,000 22 空気圧実践技術 ５～７
8D112 28 ～１

松本 9D041 ８ ¥18,000 43 空気圧実践技術 20 ～ 22
9D042 ７～９

居
住
系

実施
場所 分野 コース

番号 定員 受講料（円） 詳細
ページ コース名 2023 年

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 2024 年
1 月 2 月 3 月

長野

建築設計／
建築製図

8H081 10 ¥10,000 23 実践建築設計２次元ＣＡＤ技術＜ AutoCAD ＞ 21，28
8H631 10 ¥7,500 23 実践建築設計３次元ＣＡＤ技術＜ ARCHITREND ZERO ＞ 18，19

施工計画／
施工管理 8H061 12 ¥8,000 24 建築施工管理方針策定実践技術 29，30

建築企画／
開発／
デザイン

8H641 10 ¥7,500 24 ＢＩＭを用いた建築設計技術（GLOBE） 17，18
8H651 5 ¥19,500 25 ＢＩＭを用いた建築設計技術（revit） 1，2
8H661 10 ¥10,000 25 ＢＩＭを用いた建築設計技術（revit） 22，23
8H671 10 ¥10,000 26 ＢＩＭを用いた照明設計シミュレーション実践技術 29，30
8H681 10 ¥10,000 26 ＢＩＭを用いた建築環境シミュレーション技術 5，6

給排水衛生
設備工事

8H111 8 ¥20,000 27 各種管の加工・接合技術 18，19
8H112 17，18

管
理
系

実施
場所 分野 コース

番号 定員 受講料（円） 詳細
ページ コース名 2023 年

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 2024 年
1 月 2 月 3 月

長野 工程管理／
技術管理

8X011 10 ¥11,000 28 標準時間の設定と活用 19，20  
8X012 　 7，8
8X021 10 ¥11,000 28 標準作業手順書の作り方と効果的な現場運用管理 27，28 　 　
8X022 　 14，15

松本

品質管理 9X001 12 ¥9,500 44 生産現場に活かす品質管理技法 23，24
9X002 14，15

工程管理／
技術管理

9X011 12 ¥12,000 44 生産現場改善手法 13，14
9X012 14，15

原価管理 9X021 12 ¥15,000 45 生産現場で使える原価管理 16 ～ 18
9X022 13 ～ 15

長野

指導技法

8X111 10 ¥12,500 29 製造現場で活用するコーチング手法 1，2
8X112 6，7
8X121 15 ¥6,500 29 ５Ｓによるムダ取り・改善の進め方 30，31
8X122 6，7

松本

9X031 12 ¥8,000 45 ５Ｓによるムダ取り・改善の進め方 25，26
9X032 18，19
9X041 12 ¥9,000 46 生産現場で活用するリーダーシップ手法 8，9
9X042 7，8

長野 品質管理 8X061 15 ¥11,000 30 製造業に活かす品質管理技法 2 ～ 4

New

New

コース一覧＆年間スケジュール表（電気・電子系・居住系・　　管理系）
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実施
場所 分野 コース

番号 定員 受講料（円） 詳細
ページ コース名 2023 年

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 2024 年
1 月 2 月 3 月

電
気
・
電
子
系
　
　

松本 シーケンス
制御設計

9D001 ８ ¥12,500 41 有接点シーケンス制御の実践技術 13，14
9D002 14，15
9D011 ８ ¥13,500 41 シーケンス制御による電動機制御技術 15，16
9D012 25，26
9D021 10 ¥9,000 42 ＰＬＣプログラミング技術 ９，10
9D022 19，20
9D031 10 ¥9,000 42 ＰＬＣ制御の応用技術 21，22

長野 油空圧制御
システム

設計

8D111 8 ¥18,000 22 空気圧実践技術 ５～７
8D112 28 ～１

松本 9D041 ８ ¥18,000 43 空気圧実践技術 20 ～ 22
9D042 ７～９

居
住
系

実施
場所 分野 コース

番号 定員 受講料（円） 詳細
ページ コース名 2023 年

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 2024 年
1 月 2 月 3 月

長野

建築設計／
建築製図

8H081 10 ¥10,000 23 実践建築設計２次元ＣＡＤ技術＜ AutoCAD ＞ 21，28
8H631 10 ¥7,500 23 実践建築設計３次元ＣＡＤ技術＜ ARCHITREND ZERO ＞ 18，19

施工計画／
施工管理 8H061 12 ¥8,000 24 建築施工管理方針策定実践技術 29，30

建築企画／
開発／
デザイン

8H641 10 ¥7,500 24 ＢＩＭを用いた建築設計技術（GLOBE） 17，18
8H651 5 ¥19,500 25 ＢＩＭを用いた建築設計技術（revit） 1，2
8H661 10 ¥10,000 25 ＢＩＭを用いた建築設計技術（revit） 22，23
8H671 10 ¥10,000 26 ＢＩＭを用いた照明設計シミュレーション実践技術 29，30
8H681 10 ¥10,000 26 ＢＩＭを用いた建築環境シミュレーション技術 5，6

給排水衛生
設備工事

8H111 8 ¥20,000 27 各種管の加工・接合技術 18，19
8H112 17，18

管
理
系

実施
場所 分野 コース

番号 定員 受講料（円） 詳細
ページ コース名 2023 年

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 2024 年
1 月 2 月 3 月

長野 工程管理／
技術管理

8X011 10 ¥11,000 28 標準時間の設定と活用 19，20  
8X012 　 7，8
8X021 10 ¥11,000 28 標準作業手順書の作り方と効果的な現場運用管理 27，28 　 　
8X022 　 14，15

松本

品質管理 9X001 12 ¥9,500 44 生産現場に活かす品質管理技法 23，24
9X002 14，15

工程管理／
技術管理

9X011 12 ¥12,000 44 生産現場改善手法 13，14
9X012 14，15

原価管理 9X021 12 ¥15,000 45 生産現場で使える原価管理 16 ～ 18
9X022 13 ～ 15

長野

指導技法

8X111 10 ¥12,500 29 製造現場で活用するコーチング手法 1，2
8X112 6，7
8X121 15 ¥6,500 29 ５Ｓによるムダ取り・改善の進め方 30，31
8X122 6，7

松本

9X031 12 ¥8,000 45 ５Ｓによるムダ取り・改善の進め方 25，26
9X032 18，19
9X041 12 ¥9,000 46 生産現場で活用するリーダーシップ手法 8，9
9X042 7，8

長野 品質管理 8X061 15 ¥11,000 30 製造業に活かす品質管理技法 2 ～ 4

コース一覧＆年間スケジュール表（電気・電子系・居住系・　　管理系）
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【8M201】
実践機械製図＜手描き編＞

【9M001】 【9M002】
切削加工を考慮した機械設計製図
＜図面情報の見方・読み方＞

【9M041】
各種加工方法を考慮した設計技術
＜切削加工、特殊加工、板金、溶接編＞

【8M301】【8M302】
旋盤加工技術
＜外径・内径加工編＞

【8M311】
フライス盤加工技術
＜段・溝加工編＞

【9M101】
旋盤加工技術＜外径加工編＞

【9M121】
フライス盤加工技術
＜平面・六面体加工編＞

【8M101】 【8M102】 【8M103】
精密測定技術
＜測定器習得編＞

【9M501】【9M502】
ステンレス鋼のＴＩＧ溶接技能
クリニック

【8M211】
２次元ＣＡＤによる機械製図技術
＜コマンド習得法＞

【9M011】 【9M021】
３次元ＣＡＤを活用した
ソリッドモデリング技術

【9M031】
設計に活かす３次元ＣＡＤソリッド
モデリング技術 ＜ Fusion360 ＞

【9M051】
幾何公差の解釈と活用演習
＜「旧寸法公差方式」のあいまいさと「幾何公差方式」の優位性＞

【8M401】
ＮＣ旋盤プログラミング技術
＜ＦＡＮＵＣ編＞

【8M411】
マシニングセンタ
プログラミング技術

【9M111】
旋盤加工技術＜内径加工編＞

【9M131】
フライス盤加工技術
＜段・溝・勾配加工編＞

【8M121】
最大実体公差方式の解釈と
活用演習

【9M201】
精密測定技術
＜測定器習得編＞

【9M511】
パルスＴＩＧ溶接実践技術
＜ステンレス鋼編＞

【9M521】
アルミニウム合金のＴＩＧ溶接
技能クリニック

【8M221】
３次元ＣＡＤを活用した
アセンブリ技術

【9M071】
３Ｄプリンタを用いた製品試作
における造形技術

【8M111】
幾何公差の解釈と活用演習
＜図面の正しい理解のために＞

【8M251】
機械設計のための総合力学

【8M321】
切削加工の理論と実際

【9M141】
ＮＣ旋盤プログラミング技術
＜ＦＡＮＵＣ編＞

【9M151】
マシニングセンタプログラミング
技術＜ＯＳＰ編＞

【9M061】
最大実体公差方式の解釈と活用演習
＜測定コストを大幅に削減する画期的な方法＞

【8M601】 【8M602】
生産現場の機械保全技術

【9M531】
半自動アーク溶接技能
クリニック

【9M541】
被覆アーク溶接技能クリニック

機械系コース
コース全体の体系図

設計・開発

加工・組立

検　査

溶　接

保全・管理

New

New

New

New

New

は推奨フローです。
矢印の順に受講いただくとより
理解が深まります。
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【8D051】
ＰＬＣによる
タッチパネル活用技術

【9D031】
ＰＬＣ制御の応用技術

【9D041】 【9D042】 
空気圧実践技術

【8X061】
製造業に活かす品質管理技法

【8H081】
実践建築設計２次元ＣＡＤ技術
＜ AutoCAD ＞

【8H631】
実践建築設計３次元ＣＡＤ技術
＜ ARCHITREND ZERO ＞

【9X041】 【9X042】 
生産現場で活用する
リーダーシップ手法

【8H111】【8H112】
各種管の加工・接合技術

【8D021】【8D022】
シーケンス制御による
電動機制御技術

【8D041】【8D042】
ＰＬＣ制御の応用技術

【8D111】【8D112】
空気圧実践技術

【9D011】 【9D012】
シーケンス制御による
電動機制御技術

【9D021】 【9D022】 
ＰＬＣプログラミング技術

【8X021】 【8X022】
標準作業手順書の作り方と
効果的な現場運用管理

【8H671】
BIM を用いた照明設計
シミュレーション実践技術

【8X121】 【8X122】
５Ｓによる
ムダ取り・改善の進め方

【8H681】
BIM を用いた建築環境
シミュレーション技術

【9X011】 【9X012】
生産現場改善手法

【8H061】
建築施工管理方針策定実践技術

【9X031】 【9X032】
５Ｓによる
ムダ取り・改善の進め方

【8D011】 【8D012】 【8D013】 
有接点シーケンス制御の
実践技術

【8D031】 【8D032】
ＰＬＣ制御の回路技術

【9D001】 【9D002】
有接点シーケンス制御の
実践技術

【8X011】 【8X012】
標準時間の設定と活用

【8H641】
BIM を用いた建築設計技術

（GLOBE）

【8X111】 【8X112】
製造現場で活用する
コーチング手法

【8H651】
BIM を用いた建築設計技術

（revit）

【9X001】 【9X002】
生産現場に活かす品質管理技法

【8H661】
BIM を用いた建築設計技術

（revit）

【9X021】 【9X022】
生産現場で使える原価管理

長野実施コース：オレンジ

松本実施コース：グリーン【効果的なセミナー受講の流れ】
電気・電子系コース

居住系コース

管理系コース

コース全体の体系図

NewNewNew

New

NewNew
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機 械 系 機械設計／機械製図

実践機械製図＜手描き編＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8M201 5/22（月） ６/ ５（月），６（火），７（水），８（木） １２名 ４日間 9：00 ～ 16：00 24 時間 ¥14,500
対象者 機械加工作業及び図面作成業務等に従事する方、または、従事する予定の方

内　容

機械設計業務の効率化を目指して、ＪＩＳ機械製図による図面の

描き方・読み方を習得します。

１．概要

２．各種投影法

３．寸法記入

４．機械要素

５．作図課題

受講者の  　
＊�独学で図面を描いてい

たため正しいルールが
あるという知識を持て
た。演習で学んだ事を
ベースに考えながら作
図できた

＊ �CAD を習う前知識と
して参加したがとても
有効的だと感じた使用機器 卓上ドラフター、製図用具一式（当センターで用意します）

持ちもの 筆記用具、関数電卓（貸出も可能）

２次元ＣＡＤによる機械製図技術＜コマンド習得編＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8M211 11/13（月）11/27（月），28（火），29（水），30（木） １２名 ４日間 9:00 ～ 16：00 24 時間 ¥12,500
対象者 機械図面についての理解があり、基本的なパソコン操作ができる方

内　容

機械製図における２次元ＣＡＤの活用による効率化と生産性の向

上を目指して、構想段階から具体的加工の指示を出すための図面

の作図方法、ＣＡＤを使用する場合の環境の構築、効果的かつ効

率的使用法及びデータ管理方法について習得します。

１．概要

２．ＣＡＤ による作図法

３．寸法記入

４．各種設定

５．作図課題

受講者の  　
＊�課題を通して、図の描

き方、見方、工夫の仕方、
隠しコマンドの便利さ
を知ることができた

＊�先輩に教わったことし
かできなかったが、こ
れからはいろんな事が
できるようになると感
じた使用機器 2 次元ＣＡＤソフト（AutoCAD2022）

持ちもの 筆記用具

8M201

8M211

機械製図面例（手描き）

２次元ＣＡＤ操作画面例

声

声
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機 械 系 機械設計／機械製図

３次元ＣＡＤを活用したアセンブリ技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8M221 8/15（火） 8/29（火），30（水），31（木） １０名 ３日間 9：00 ～ 16：00 18 時間 ¥12,000
対象者 機械図面についての理解があり、基本的なパソコン操作ができる方

内　容

機械設計の新たな品質の創造又は製品を生み出すことを目指し、

高付加価値化に向けたアセンブリ機能を活用した検証実習を通し

て設計検討項目の検証方法を習得します。

１．スケッチ作業

２．モデリング（フィーチャー作業）

３．アセンブリ作業

４．ドラフティング作業

５．課題演習

受講者の  　
＊�金型新規作成時、特に

設計変更時に有効に利
用できる

＊�幅広い知識を習得でき
て、非常に充実してい
た

使用機器 ３次元ＣＡＤソフト（SolidWorks2018）

持ちもの 筆記用具

幾何公差の解釈と活用演習＜図面の正しい理解のために＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8M111 9/6（水） 9/20（水），21（木） １０名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥8,000
対象者 機械設計／機械製図に関する基礎知識を有する方、もしくは機械設計業務に従事する方

内　容

機械設計／機械製図の生産性の向上を目指し、効率化、適正化、

最適化（改善）に向けた機械設計における幾何公差の測定実習を

通して、最新ＪＩＳ規格に即した幾何公差の正しい解釈及び活用

技術、測定技術を習得します。

１．バラツキとは

２．データム / 幾何特性と幾何公差 / 幾何公差の解釈と活用方法

３．機械加工と幾何公差

４．主要な幾何公差の検証実習

受講者の  　
＊�図面に触れてこなかっ

たため、読み方がさら
に理解できるように
なった。製品検査時に
役立てていきたい

＊�図面を描くときに使用
できる知識が増えた

使用機器 三次元測定機、真円度測定器　等

持ちもの 筆記用具、関数電卓（貸出も可能）、作業に適した服装

8M221

8M111

幾何公差図例切削加工

声

声

アセンブリ課題例
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機械設計のための総合力学
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8M251 10/3（火） 10/17（火），18（水），19（木） １０名 ３日間 9：00 ～ 16：00 18 時間 ¥13,000
対象者 機械設計／機械製図に関する基礎知識を有する方、もしくは機械設計業務に従事する方

内　容

機械設計、機械製図の新たな品質及び製品の創造を目指して、高
付加価値化に向けた機械力学、材料力学、機械要素設計（ねじ・軸・
軸受・歯車）など、詳細設計に必要な力学の全般を習得します。

１．直線運動・回転運動の力と動力
２．引張試験と応力ーひずみ線図
３．材料力学
　・負荷の種類と応力・変形
　・引張り、せん断、曲げ、ねじり
　・品物が壊れるとは
　・安全率と許容応力
　・動的強度
　・応力集中

受講者の  　
＊�材料力学を学び、材料

選定の際に強度計算で
説明できるようになっ
た

＊�理論に基づいて設計が
できるようになった。
３次元シミュレーショ
ンも結果を読めるよう
になった

使用機器 パソコン

持ちもの 筆記用具、関数電卓（貸出も可能）、作業に適した服装

最大実体公差方式の解釈と活用演習
＜新「JIS B 0001 機械製図」の改正点と画期的なコスト削減方法＞

コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8M121 10/11（水） 10/25（水），26（木） １０名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥13,000
対象者 機械設計・機械製図に関する基礎知識を有する方、もしくは設計業務に従事する方

内　容

機械設計／機械製図の生産性の向上を目指して、効率化、適正化、
最適化（改善）向上に向けた設計要求の曖昧さを排除した的確な
表現ができ、多大な経済効果も生み出す技術手段である幾何公差・
最大実体公差方式（ＭＭＲ）及びその関連方式を正確に解釈し、
具体的に図面に適用、使いこなす技術を習得します。

１. 新「JIS B 0001 機械製図」の主な改正点
２.「最大実体公差方式」の重要性
３.「動的公差線図」で公差を見える化する
４.「機能ゲージ」で測定コストを大幅に削減する
５. ３Ｄモデルによる幾何公差の検証
６. 演習問題

受講　　　 　
本セミナーを受講すれ
ば、上記のような「最大
実体公差方式」で描かれ
た図面の意味を理解して
加工したり、製図できる
ようになります

別 セ ミ ナ ー「 幾 何 公
差 の 解 釈 と 活 用 演 習 」

（8M111) を併せて受講
すれば、幾何公差をより
深く理解できます持ちもの 筆記用具、電卓

8M251

8M121

歯車減速機

声

機 械 系 機械設計／機械製図

４．減速歯車装置の設計
 　・軸の設計
 　・歯車の設計
 　・転がり軸受の設計

Point

人気
コース
お申込みは
お早めに！
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汎用機械加工

機械製図面例（手描き）

声

切削加工の理論と実際
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8M321 9/19（火） 10/3（火），4（水），5（木） １０名 ３日間 9：00 ～ 16：00 18 時間 ¥12,500

対象者 機械加工に従事する方で、切削加工の加工条件、表面粗さや形状精度などの加工特性を理解
したい方

内　容

機械加工の生産性の向上を目指し、最適化（改善）に向けた切削
検証実習を通して、機械加工の理論と実際との相違点を理解し、
生産現場における問題解決を図ることができる能力を習得します。

１.　被削材料と工具材料
２.　切削条件
３.　切削抵抗について
４.　仕上げ面粗さについて

受講者の  　
＊�今までは教えられたと

おりのままで作業して
いたが、今回のセミ
ナーで理論的な裏付け
による確かな知識を身
につけることができた
と思う使用機器 旋盤、フライス盤、表面粗さ計など計測機器

持ちもの 筆記用具、関数電卓（貸出も可能）、作業服

旋盤加工技術＜外径・内径加工編＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8M301 6/6（火） 6/20（火），21（水），22（木），23（金）
９名 ４日間 9：00 ～ 16：00 24 時間 ¥18,000

8M302 11/28（火）12/12（火），13（水），14（木），15（金）

対象者 ノギス、マイクロメータ、シリンダゲージ等の測定器が使用できる方

内　容

機械加工部品等に要求される条件を満たすとともに、加工工程の

効率化を目指し普通旋盤作業による高精度な外径・内径の段付け

加工、ねじ、溝加工、はめあいの調整、評価技術を習得します。

１．切削加工概論

２．軸部品加工

３．穴部品加工

４．評価

受講者の  　
＊�旋盤加工技術を習得す

る上で、加工条件の決
め方、切込み量など大
変勉強になった

＊�一つ一つ作業を区切り
ながら教えてくれたの
で、作業しやすかった。
要点を詳しく教えて
くれてとても勉強に
なった

使用機器 普通旋盤（滝澤鉄工所　TAL-460）

持ちもの 筆記用具、作業服、安全靴、作業帽、保護メガネ

8M321

8M301
8M302

表面粗さの測定例

加工課題例

声

声

機 械 系 人気
コース
お申込みは
お早めに！

５.　刃先形状について
６.　工具損傷について
７.　構成刃先について
８.　切削検証実験   
　① 切削速度と切削抵抗 
　② 送りと仕上げ面粗さ及び切り
　　 屑処理 
　③ 工具摩耗と寿命曲線（V-T 線図）
　④ �アップカット・ダウンカット
 　　とエンドミル倒れ量
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フライス盤加工技術＜段・溝加工編＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8M311 6/27（火） 7/11（火），12（水），13（木），14（金） ５名 ４日間 9：00 ～ 16：00 24 時間 ¥18,000
対象者 ノギス、マイクロメータ・デプスマイクロメータ等の測定器が使用できる方

内　容

部品加工や冶工具製作におけるフライス盤作業の技能高度化を目

指し、加工方法の検討や段取り等を通して、実践的なフライス盤

作業に関する問題解決能力を習得します。

１．切削加工概論

２．六面体加工

３．段付け、直溝加工

４．評価 受講者の  　
＊�フライス盤で時間の縮

められそうな所を見つ
けられた

＊�自分の作業で時間のか
かる要因を知ることが
でき、仕事のスピード
がアップできた使用機器 汎用たてフライス盤（日立　2 ＭＷ - Ｖ）

持ちもの 筆記用具、作業服、安全靴、作業帽、保護メガネ

ＮＣ旋盤プログラミング技術＜ＦＡＮＵＣ編＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8M401 10/24（火） 11/7（火），8（水），9（木），10（金） １０名 ４日間 9：00 ～ 16：00 24 時間 ¥18,500
対象者 旋削加工の基本的な知識があり、ノギスやマイクロメータ等の測定器が使用できる方

内　容

ＮＣ旋盤における各種機能を学ぶとともに、課題加工実習を通し
て、ＮＣプログラミング、ＮＣ旋盤加工に必要な技術・技能を習
得します。

１．ＮＣ旋盤概要
２．マニュアルプログラミング（ＥＩＡコード）
３．シミュレーション
４．評価

※実習は、ＥＩＡコードを使って行います。

受講者の  　
＊�会社では眺めていただ

けのプログラムだった
がセミナーを受講した
ことで、加工工程や数
値の根拠を理解するこ
とができた

使用機器 NC 旋盤（ヤマザキマザック　QUICK TURN NEXUS 200-II）

持ちもの 筆記用具、関数電卓（貸出も可能）、作業服、安全靴、作業帽、保護メガネ

8M311

8M401

加工課題例

プログラム作成課題例

声

声

機 械 系 汎用機械加工

ＮＣ機械加工
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マシニングセンタプログラミング技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8M411 10/10（火）10/24（火），25（水），26（木），27（金） １０名 ４日間 9：00 ～ 16：00 24 時間 ¥18,500
対象者 フライス盤加工の基本的な知識があり、ノギスやマイクロメータ等の測定器が使用できる方

内　容

ＮＣ機械加工の生産性の向上を目指し、工程の最適化（改善）に
向けたプログラミング課題実習と加工・検証実習を通して、要求
される条件を満足するためのプログラム、工具補正の設定法など
マシニングセンタ作業に関する技術を習得します。

１．マシニングセンタ概要
２．マニュアルプログラミング（ＥＩＡコード）
３．シミュレーション
４．評価

※実習は、ＥＩＡコードを使って行います。

受講者の  　
＊�ファナックを基本に、

オークマとの違いも知
ることができた。また、
その他についても幅広
く金属加工について知
見を深めることができ
てよかった

使用機器 マシニングセンタ（オークマ MB-46VA）

持ちもの 筆記用具、関数電卓（貸出も可能）、作業服、安全靴、作業帽、保護メガネ

精密測定技術＜測定器習得編＞

コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8M101 4/5（水） 4/19（水），20（木）

１０名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥7,5008M102 8/29（火） 9/12（火），13（水）

8M103 2024 年
2/6（火） 2024 年　2/20（火），21（水）

対象者 機械加工作業及び測定・検査業務に従事する方、または従事する予定のある方

内　容

測定・検査作業における測定結果の信頼性・安定性の向上、製造
部品における品質改善や生産性の向上を目指して、ノギスやマイ
クロメータなどの測定器の正しい取扱と測定方法、誤差要因とそ
の対処法を習得します。

１．測定概要
２．各測定器による測定
３．まとめ

受講者の  　
＊�座学だけでなく実物を

さわりながらだったの
で実感を得られた。実
際にいろいろな器具を
触れて勉強になった

＊�普段使用しない検査機
器を用いた検査や技能
検定の知識が深まった

使用機器 ノギス、マイクロメータ、ハイトゲージ、ダイヤルゲージ、シリ
ンダゲージ、ブロックゲージなど

持ちもの 筆記用具、作業服

8M411

8M101

8M102

8M103

プログラム作成課題例

使用測定器例

声

声

機械・精密測定

ＮＣ機械加工機 械 系

人気
コース
お申込みは
お早めに！
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生産現場の機械保全技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8M601 7/25（火） 8/8（火），9（水）
１６名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥12,000

8M602 9/27（水） 10/11（水），12（木）

対象者 生産現場等における機械保全作業に従事する方、または、従事する予定のある方

内　容

生産現場の機械保全作業の技能高度化を目指して、トラブルの実

例から原因を特定し究明するとともに、保全作業の重要性を理解

し、実習を通して保全実務に必要な技術・技能について習得します。

１．機械保全概要

２．締結に関する保全　

３．電動機・伝達装置保全

４．油空圧機器の保全

５．トラブル事例

※　技能検定対策コースではありません。

受講者の  　
＊�普段なにげなくやって

いることについて深く
知ることができた

＊�機械故障の頻度が多く
なってきたという課題
解決につながる知識を
習得できた

使用機器 トルクレンチ、電動機、減速機、空圧機器、油圧機器、伝動装置 等

持ちもの 筆記用具、作業服

課題使用例（保全）

声

機 械 系 機械保全

8M601
8M602

職員のマスク
着用を

実施しています

入館の際
皆様に消毒を
お願いして

います

ポリテクセンター長野
ポリテクセンター松本

安全安心への取り組み

人気
コース
お申込みは
お早めに！
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有接点シーケンス制御の実践技術

コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8D011 4/12（水） 4/26（水），27（木），28（金） 

８名 ３日間 9：15 ～ 16：00
（昼休憩：45 分）18 時間 ¥13,5008D012 8/30（水） 9/13（水），14（木），15（金） 

8D013 9/6（水） 9/20（水），21（木），22（金） 

対象者 シーケンス制御関連の業務に従事する方

受講者の  　
＊�初歩的な内容をしっか

り学ばずに取り組んで
いたので疑問に思うと
ころが多かったが今回
のセミナーで知識が身
についたと感じた

＊�基礎が全くできていな
かったが、丁寧に教え
てもらい理解すること
ができた

内　容

有接点シーケンス制御に用いられる制御機器について理解し、実
習を通して各種制御回路、配線等の技能・技術を習得します。

１．概要（シーケンス回路図の考え方）　　
２．電磁継電器 （スイッチ、リレー）
３．自己保持回路
４．タイマー回路 
５．タイムチャート
６．インターロック回路

使用機器
スイッチ、ランプ（表示灯）、リレー、タイマー、ブレーカ、工具、
テスタ

持ちもの 筆記用具、作業に適した服装

シーケンス制御による電動機制御技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8D021 5/2（火） 5/17（水），18（木），19（金） 
８名 ３日間 9：15 ～ 16：00

（昼休憩：45 分）18 時間 ¥13,500
8D022 9/20（水） 10/4（水），5（木），6（金） 

対象者 8D011、 8D012、8D013「有接点シーケンス制御の実践技術」を受講された方、または、
同等の知識をお持ちの方

内　容

電動機の概要及び電動機制御に用いられる制御機器について理解

し、実習を通して各種運転回路、配線等の技能・技術を習得します。

１．概要（電動機回路の考え方）　

２．直入始動回路

３．正転・逆転回路

４．Y －Δ始動回路

５．機器選定

受講者の  　
＊�仕事で Y －Δ回路に触

れることが多いため、
理解することができて
よかった

＊�配線、回路の読み取り
など普段の仕事でやる
ことが少ないので勉強
になった

使用機器 スイッチ、リレー、電磁開閉器、タイマー、誘導電動機 等

持ちもの 筆記用具、作業に適した服装

タイマー回路

電磁接触器への配線

声

声

電気・電子 系 シーケンス制御設計

8D021
8D022

8D011

8D012

8D013

人気
コース
お申込みは
お早めに！

人気
コース
お申込みは
お早めに！
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ＰＬＣ制御の回路技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8D031 5/17（水） 5/31（水），6/1（木），2（金） 
８名 ３日間 9：15 ～ 16：00

（昼休憩：45 分）18 時間 ¥13,000
8D032 10/4（水） 10/18（水），19（木），20（金） 

対象者
制御関連の業務に携わる方で、8D011、8D012、8D013「有接
点シーケンス制御の実践技術」を受講された方、または、同等以
上の知識（自己保持回路、インターロック回路等）をお持ちの方

受講者の  　
＊�メンテナンスを主に業

務をしていたが回路作
成の技術を学ぶことが
で き た。 そ れ に よ り、
トラブル対応における
ラダー解読に役立つの
で、課題の解決につな
がると感じた

＊�リレーに組んでた回路
に使える

内　容

ＰＬＣ（Programmable Logic Controller）の概要及び制御回路
（ラダープログラム）の作成方法を理解し、実習を通して回路設計、
配線等の技能・技術を習得します。

１．概要
２．ラダープログラムの作成
３．基本回路 （自己保持回路、タイマ、カウンタ、SET/RST 等 ）
４．入出力配線
５．動作確認・デバッグ
６．総合実習

使用機器 入出力装置、三菱電機製 ＰＬＣ（Q シリーズ）、GX Works2、工具

持ちもの 筆記用具、作業に適した服装

ＰＬＣ制御の応用技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8D041 6/7（水） 6/21（水），22（木），23（金） 
８名 ３日間 9：15 ～ 16：00

（昼休憩：45 分）18 時間 ¥12,500
8D042 11/1（水） 11/15（水），16（木），17（金） 

対象者 8D031 または 8D032「PLC 制御の回路技術」を受講された方、または、同等以上の知識（Ｐ
ＬＣを用いて基本的な回路作成ができる）をお持ちの方

内　容

応用命令を使用した制御回路を理解し、ＰＬＣを用いた数値デー
タの処理やアナログ量の処理方法等のプログラミング技術を習得
します。

１．概要
２．2 進数、16 進数
３．応用命令 （ 転送命令、数値演算命令、比較演算命令 ）
４．数値データ処理プログラム
５．A/D 変換、D/A 変換

受講者の  　
＊�インバータの D/A 変

換ユニットを使用した
制御は実用的で業務に
活用できると感じた

＊�社内で専門的な知識を
持った教育者がいな
かったため、大変勉強
になった

使用機器 入出力装置、三菱電機製 PLC（Q シリーズ）、GX Works2、工具

持ちもの 筆記用具、作業に適した服装

声

声

8D031

8D041

8D032

8D042

シーケンス制御設計電気・電子 系 人気
コース
お申込みは
お早めに！

ＰＬＣ入出力配線（制御盤配線）

数値データ処理を用いた教材
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ＰＬＣによるタッチパネル活用技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8D051 12/6（水） 12/20（水），21（木），22（金） ８名 ３日間 9：15 ～ 16：00
（昼休憩：45 分）18 時間 ¥12,500

対象者 8D031 または 8D032「PLC 制御の回路技術」を受講された方、または、同等以上の知識（Ｐ
ＬＣを用いて基本的な回路作成ができる）をお持ちの方

内　容

ライン設備の機能の効率化・改善を目指して、生産現場で活用さ
れているタッチパネルの効率的な画面設計とそれに対応したＰＬ
Ｃのプログラミング方法を習得します。

１．概要 （ タッチパネルについて ）
２．画面設計
　　（ スイッチ、ランプ、数値入力、数値表示、画面切替等 ） 
３．タッチパネルと連携したプログラミング
４．総合課題

受講者の  　
＊�実際の機器を操作しな

がらの研修で、大変わ
かりやすかった

＊�ひとつひとつの質問に
親切に説明してくれて
非常に良かった使用機器

三菱電機製ＰＬＣ （ Ｑシリーズ ）、三菱電機製タッチパネル、GX 
Works2、GT Designer3

持ちもの 筆記用具、作業に適した服装

空気圧実践技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8D111 6/21（水） 7/5（水），6（木），7（金） 
８名 ３日間 9：15 ～ 16：00

（昼休憩：45 分）18 時間 ¥18,000
8D112 2024 年

2/14（水） 2024 年　2/28（水），29（木），3/1（金） 

対象者
空気圧装置の組立・保全業務などに従事する方、または、従事する予定のある方で、
8D031 または 8D032「PLC 制御の回路技術」を受講された方、または、同等以上の知識（PLC
を用いて基本的な回路作成ができる）をお持ちの方

内　容

空気圧システムの最適化を目指して、空気圧機器の構造・作動原理・
ＪＩＳによる回路図記号を理解した上で、実機に用いられる主要
な制御回路の構成、動作特性を理解し、装置のトラブル防止や問
題解決・改善に対応した職務を遂行できる能力を習得します。

１．空気圧の概要　　　　　
２．空気圧機器の構成
３．空気圧機器の制御　　　　
４．総合課題

受講者の  　
＊�ＰＬＣ、リレー、空気

圧について、どれも必
要となることだったの
で受講して良かった

＊�自動化に興味があった
ので勉強になった。エ
ア機器の仕組みなど知
れて良かった

使用機器 空気圧トレーニングキット、空気圧機器カットモデル 等

持ちもの 筆記用具、作業に適した服装

声

声

8D111
8D112

シーケンス制御設計

8D051

油空圧制御システム設計

電気・電子 系

タッチパネル画面

使用機器例
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実践建築設計 2 次元 CAD 技術＜ AutoCAD ＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8H081 5/2（火） 5/21（日），28（日） １０名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥10,000
対象者 ２次元ＣＡＤによる作図業務に従事する方、または、従事する予定のある方

内　容

建築図面における図面作成の効率化を目指し、２次元ＣＡＤソフ

トを用いた各種操作・設定と実践的な課題演習を通して、実務に

役立つ作図技術を習得します。

１．概要

２．作成コマンド（線、長方形、円等）

３．修正コマンド（移動、回転、複写等）

４．寸法記入　

５．各種設定

６．課題演習

受講者の  　
＊�経験がなくても分か

りやすい解説であり、
基礎的な操作を学べ
た。覚えておくと便
利であるという操作
も色々学べた使用機器 パソコン、建築ＣＡＤソフト（AutoCAD）

持ちもの 筆記用具

実践建築設計 3 次元 CAD 技術＜ ARCHITREND ZERO ＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8H631 4/4（火） 4/18（火），19（水） １０名 ２日間 9：30 ～ 16：30 12 時間 ¥7,500

対象者 ３次元ＣＡＤ（ARCHITREND ZERO）による作図業務に従事する方、または、従事する予
定のある方

内　容

建築設計の新たな品質の創造を目指し、高付加価値化に向けた計

画段階におけるエスキス実習・モデリングの作成を通して、３次

元ＣＡＤを用いた意匠設計に関する技術を習得します。

１．基本操作

２．プランの作成　　　　　　　　　　　　　  　　

３．パースの作成

４．プレゼンボードの作成               　　　　       　   　　

担当講師：　福井コンピュータアーキテクト株式会社

受講　　　 　
＊ �ARCHITREND ZERO

の基本操作からプレ
ゼンテーションの手
法が理解できます

使用機器 パソコン、建築ＣＡＤソフト（ARCHITREND ZERO）

持ちもの 筆記用具

8H081

8H631

居 住 系 建築設計／建築製図

声

Point

AutoCAD

ARCHITREND ZERO
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建築施工管理方針策定実践技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8H061 8/15（火） 8/29（火），30（水） １２名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥8,000

対象者 建設業の施工管理業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う方、
または、その候補の方

内　容

施工計画・施工管理の生産性の向上を目指し、効率化、適正化、

最適化（改善）、安全性向上に向けた施工方針策定演習を通して、

建築施工管理の知識と経験を体系的につなぎ、施工管理業務に必

要な知識及び技術を習得します。

１．コース概要

２．施工方針策定技術　　　　　　

３．施工方針策定演習

４．まとめ　　　
受講者の  　

＊�建築施工管理技士の
内容がよく理解できた

＊�細かな説明があり、
と て も わ か り や す
かった

持ちもの 筆記用具、指定テキスト、電卓

ＢＩＭを用いた建築設計技術＜ GLOBE ＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8H641 10/3（火） 10/17（火），18（水） １０名 ２日間 9：30 ～ 16：30 12 時間 ¥7,500
対象者 ＢＩＭ＜ GLOBE ＞による作図業務に従事する方、または、従事する予定のある方

内　容

建築設計の生産性の向上を目指し、効率化、適正化、最適化（改善）

に向けた設計実習を通して、ＢＩＭを用いた建築設計に関する技

術を習得します。

１．ＢＩＭの概要

２．基本操作　　　　　　　　　　　　　　　

３．モデル作成  

４．設計演習              　　　　       　　　  　　

担当講師：福井コンピュータアーキテクト株式会社
受講　　　 　

＊�ＢＩＭ <GLOBE> の基
本操作やモデリング手
法が理解できます

G パソコン、ＢＩＭソフト＜ GLOBE ＞

持ちもの 筆記用具

8H061

8H641

居 住 系 施工計画／施工管理

声

Point

建築企画／開発／デザイン

建築施工管理業務の流れ

GLOBE
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ＢＩＭを用いた建築設計技術 <revit>
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8H651 3/17（金） 4/1（土），2（日） ５名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥19,500
対象者 ＢＩＭ <revit> による作図業務に従事する方、または、従事する予定のある方

内　容

建築設計の生産性の向上を目指し、効率化、適正化、最適化（改善）

に向けた設計実習を通して、ＢＩＭを用いた建築設計に関する技

術を習得します。

１．概要

２．設計条件の設定　

３．操作方法

４．課題演習

◇�課題演習を通して、施設等のモデリング技術を習得するコース

です。

受講　　　 　
＊�ＢＩＭ <revit> の基本

操作やモデリング手
法が理解できます

使用機器 パソコン、ＢＩＭソフト <revit>

持ちもの 筆記用具

ＢＩＭを用いた建築設計技術 <revit>
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8H661 7/7（金） 7/22（土），23（日） １０名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥10,000
対象者 ＢＩＭ <revit> による作図業務に従事する方、または、従事する予定のある方

内　容

建築設計の生産性の向上を目指し、効率化、適正化、最適化（改善）

に向けた設計実習を通して、ＢＩＭを用いた建築設計に関する技

術を習得します。

１．概要

２．設計条件の設定　　　　　　　　　　　　　　　  　　

３．操作方法  

４．課題演習

◇�課題演習を通して、住宅等のモデリング技術を習得するコース

です。

受講　　　 　
＊�ＢＩＭ <revit> の基本

操作やモデリング手
法が理解できます

使用機器 パソコン、ＢＩＭソフト <revit>

持ちもの 筆記用具

8H651

8H661

居 住 系 建築企画／開発／デザイン

Point

Point

課題図面例

Revit
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ＢＩＭを用いた照明設計シミュレーション実践技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8H671 7/14（金） 7/29（土），30（日） １０名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥10,000

対象者 ・ＢＩＭによる業務に従事する方、または、従事する予定のある方
・建築設計業又は空間・商品演出業務に従事する方、または、従事する予定のある方

内　容

建築計画・設計の新たな品質及び製品の創造を目指し、ＢＩＭを

用いた建築物の照明設計実習を通して、高付加価値化に向けた空

間演出を考慮した建築照明設計の知識及びシミュレーション技術

を習得します。

１．概要

２．操作方法　　　　　　　　　　　　　　　  　　

３．照明設計 

４．課題演習               　　　　       　　　  　　

受講　　　 　
＊�ＢＩＭを用いた照明

設計シミュレーショ
ンが理解できます

使用機器 パソコン、ＢＩＭソフト <revit>、照明シミュレーションソフト

持ちもの 筆記用具

ＢＩＭを用いた建築環境シミュレーション技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8H681 7/21（金） 8/5（土），6（日） １０名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥10,000

対象者 ・ＢＩＭによる業務に従事する方、または、従事する予定のある方
・建築設計及び建築環境設計に従事する方、または、従事する予定のある方

内　容

建築計画・設計の生産性の向上を目指し、効率化、適正化、最適化（改

善）に向けたＢＩＭを用いた環境シミュレーション実習を通して、

採光・通風・温熱環境・周辺環境などのシミュレーションに関す

る技術を習得します。

１．概要

２．操作方法　　　　　　　　　　　　　　　  　

３．環境解析

４．課題演習　                　　　　       　　　  　

受講　　　 　
＊�ＢＩＭを用いた建築

環境シミュレーショ
ンが理解できます

使用機器 パソコン、ＢＩＭソフト <revit>、環境シミュレーションソフト

持ちもの 筆記用具

8H671

8H681

居 住 系 建築企画／開発／デザイン

Point

Point

照明シミュレーション

BIM の系図
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居 住 系 給排水衛生設備工事

各種管の加工・接合技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8H111 4/4（火） 4/18（火），19（水）
８名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥20,000

8H112 10/3（火） 10/17（火），18（水）

対象者 配管作業に従事する予定のある方

内　容

配管作業における各種管の接続について、各種管の加工・接合技

術を習得します。

各種管接合法及び課題実習

１. 塩ビ管の加工及び接合法

２. 銅管の加工及び接合法

３. 鋼管の加工及び接合法

４. 各種管の加工及び接合法（平面及び立体課題）

受講者の  　
＊�仕事では、学ぶ機会

の少ない技能を学ぶ
ことができた

＊�自分のスキルアップ
により、対応可能な
範囲が広くなった使用機器 ねじ切り機（手動及び動力）、配管工具一式、テストポンプ

持ちもの 筆記用具、作業に適した服装、手袋（軍手等）

声

8H111
8H112

ポリテクセンター長野
ポリテクセンター松本

安全安心への取り組み

定期的に施設各所を
アルコール・

次亜塩素酸水等で
拭いています

職員の体調管理と
定期的な

手洗い消毒を
行っています

使用機器・材料
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標準時間の設定と活用
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8X011 7/5（水） 7/19（水），20（木）
１０名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥11,000

8X012 2024 年
2/22（木） 2024 年　3/7（木），8（金）

対象者 工程管理、生産管理、物流管理に従事し、中堅社員、チームリーダー、部下を指導する立場
にある方、または、その候補の方

内　容

標準時間の概要、I E の知識と標準時間の設定方法、統計的な時間
資料の扱い方、余裕率の設定方法、ワークサンプリング法、作業
分解の方法、ビデオ機器使用によるシモグラム作成方法と活用方
法、ＰＴＳ 法等を習得します。
科学的手法による生産管理現場の実際について、人間工学と安全、
品質と生産性の観点から併せて、I E 技術者として的確に業務をこ
なすポイントを習得します。

１．標準時間の概要
２．標準時間に必要な I E の知識　　　　　
３．標準時間資料の作成
４．標準時間設定

受講者の  　
＊�生産ラインのネック工

程の分析に役立たせる
ことができる

＊�専門的な知識でなく独
自で考えたことだけで
改善していた。納得で
きる根拠が身についた

持ちもの 筆記用具

標準作業手順書の作り方と効果的な現場運用管理
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8X021 7/13（木） 7/27（木），28（金）
１０名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥11,000

8X022 2024 年
2/29（木） 2024 年　3/14（木），15（金）

対象者 生産現場において、製造・検査・資材管理・品質管理等に携わり、中堅社員、チームリーダー、
部下を指導する立場にある方、または、その候補の方

内　容

作業標準の必要性と標準化への具体的な現場での取組を学びなが
ら、標準作業手順書の作り方と効果的な現場運用管理を習得しま
す。標準時間と作業標準との関連及び国際規格と作業標準書との
関係へと発展させながら、総合演習を通して、実際に受講者の方
の現場における作業標準書の作成方法を習得します。

１．標準作業　　　　　　　５．作業標準書の管理
２．作業標準　　　　　　　６．作業標準書関連の工程表
３．標準時間と現場　　　　７．総合演習
４．国際規格と作業標準書

受講者の  　
＊�品質向上に役に立つア

イデアをご教示いただ
けた

＊�一人ひとりのペースに
合わせて講義を進めて
くださったので非常に
分かりやすかった

持ちもの 筆記用具

管 理 系 工程管理／技術管理

声

声

8X011

8X021

8X012

8X022

人気
コース
お申込みは
お早めに！
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製造現場で活用するコーチング手法
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

８X111 7/18（火） 8/1（火），2（水）
１０名 ２日間 9：00 ～ 17：30 15 時間 ¥12,500

8X112 2024 年
1/23（火） 2024 年　2/6（火），7（水）

対象者 生産現場での中堅社員、チームリーダー、部下を指導する立場にある方、または、その候補の方

内　容

コーチングは、仕事の効率化や社員のやる気を引き出すコミュニ
ケーション技術です。本セミナーでは、業務における目標設定か
ら達成へのプロセスを論理的に組み立てることや、社内の良好な
人間関係づくり等に重点をおき、グループワークを通して「部下
との信頼関係を深めること」、「業務における作業でのミスを減ら
すこと」「部下の能力をいかに引き出すか」などのコーチングのポ
イントを習得します。

１．生産活動とコーチング
２．ラーニング・オーガニゼーション
３．コーチングが目指すもの
４．コーチングの要点
５．製造現場における事例研究
６．コーチング手法を用いた実践的課題演習

受講者の  　
＊�問題解決の手法が分か

らなかったので不安で
したが、本セミナーで
解決策を習得できて非
常に良かった

＊�他の受講者や先生に自
分の言葉で伝える実践
もあり、講習を通して
今後に活かせるヒント
がもらえた持ちもの 筆記用具

５Ｓによるムダ取り・改善の進め方
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8X121 8/16（水） 8/30（水），31（木）
１５名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥6,500

8X122 2024 年
1/23（火） 2024 年　2/6（火），7（水）

対象者 生産現場において、製造・検査・資材管理・品質管理等に携わり、中堅社員、チームリーダー、
部下を指導する立場にある方、または、その候補の方

内　容

５Ｓ活動は現場改善の基礎であり、ＱＣＤ（品質 ･ コスト ･ 納期）
に大きな効果があります。この５Ｓについて事例を多く取り入れ
ながら、活動のポイントや実践的手法について習得します。

１．コース概要及び留意事項
２．５Ｓ活動推進による現場の改善　
３．ムダ取りの実践による現場改善
４．現場改善のための指導技法　　
　　　　　
※　５Ｓの定着や生産性向上のコツを解説します。

受講者の  　
＊�５S だ け で も 深 い 知

識がたくさんあるとわ
かった。今回のセミナー
の資料等を大事に保管
し、学べた知識は今後
に活かしていきたい持ちもの 筆記用具

管 理 系 指導技法

声

声

８X111

8X121

8X112

8X122
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製造業に活かす品質管理技法
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

8X061 7/19（水） 8/2（水），3（木），4（金） １5 名 3 日間 9：00 ～ 16：00 18 時間 ¥11,000

対象者
・�生産現場に従事する技能・技術者等の方で、指導的・中核的な役割を担う方、または、そ

の候補の方
・生産現場に従事する予定のある方、または、従事して間もない方

内　容

品質管理による生産性の向上を目指して、効率化、適正化、最適

化（改善）、安全性向上に向けた製造現場で活用できる品質管理手

法を習得します。

１. コース概要

２. 製造業における品質管理の技法

３. 製造業における品質保証の方法

４. 生産現場における管理手法の活用実習

受講者の  　
＊�社内教育で今回のよう

な講習内容を受講する
機会がないため、とて
も勉強になった

＊�データ取りなどは苦手
意識があったが、でき
た時の達成感、改善さ
れたときの充実感を体
感できるようになった

使用機器 パソコン

持ちもの 筆記用具

管 理 系 品質管理

声

8X061

ポリテクセンター長野
ポリテクセンター松本

安全安心への取り組み

定期的に換気を
おこなって

います

密接状態に
ならない

対人距離を
保っています

実施中
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機 械 系 機械設計／機械製図

切削加工を考慮した機械設計製図
＜図面情報の見方・読み方＞

コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M001 7/4（火） 7/18（火），19（水）
10 名 2 日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥10,000

9M002 9/11（月） 9/25（月）26（火）

対象者 機械図面を読み描きするために必要となる知識を学びたい方（機械設計、機械加工、営業等）

内　容

機械図面には様々な情報が描かれています。きちんと把握できて

いないと正しいものも作れない上、他部署や加工現場との意思疎

通も図れなくなります。そのため、図面を正しく解釈するために

必要となる知識を習得します。

１．図面の意義

２．投影法　

３．寸法記入

４．表面性状　

５．演習課題
受講者の  　

＊�社内では当たり前でも聞
きにくい基礎知識を身に
付けることができた

持ちもの 筆記用具

３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術
【SolidWorks】

コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M011 7/14（金） 7/31（月），8/1（火），2（水）10 名 3 日間 9：00 ～ 16：00 18 時間 ¥14,000
対象者 機械図面についての理解があり、基本的なパソコン操作ができる方

内　容

３次元ＣＡＤによる機械部品の設計業務に必要な各種機能を理解

し、課題演習を通して、その特徴を最大限に活かしたモデルの構

築方法を習得します。

１．基本スケッチ演習、基本フィーチャ演習

２．パーツモデリング演習

３．基本的なアセンブリ

４．部品図の作成

５．応用的なアセンブリと動作検証

６．アセンブリから組立図を作成
受講者の  　

＊�３D で考えることが多
くなり、この３日間で
ＣＡＤも３D で使える
ようになった使用機器 3 次元ＣＡＤソフト（SolidWorks）

持ちもの 筆記用具

9M011

読図のための図面例

課題例

声

声

9M001
9M002
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機 械 系 機械設計／機械製図

３次元 CAD を活用したソリッドモデリング技術
＜ 3 次元ツールを活用した一気通貫＞

【Fusion360】
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M021 7/24（月） 8/7（月），8（火），9（水） 10 名 3 日間 9：00 ～ 16：00 18 時間 ¥14,000

対象者 ３次元ＣＡＤからＣＡＭまでの一連の流れを学びたい方、機械製造に携わる設計者、加工現
場従事者（基本的なパソコン操作ができる方）

内　容

３次元ツール（ＣＡＤ / ＣＡＥ / ＣＡＭ）を活用した一気通貫の

手法を習得します。３次元ＣＡＤを用いてモデル作成を行い、Ｃ

ＡＥで問題点を確認しながらモデル修正を行います。最終的には

ＣＡＭによりプログラム変換するまでの手法を習得します。

１．�ＣＡＤ機能：基本スケッチ、基本フィーチャー、ソリッドモ

デリング、図面化

２．ＣＡＥ機能：静的応力解析、熱伝達解析、熱応力解析

３．ＣＡＭ機能：加工手順検討～ミーリングツールパス作成
受講者の  　

＊�プログラム作成に役立
てる事ができる

＊ �Fusion360 の操作が
理解できた

使用機器 3 次元ＣＡＤソフト（Fusion360）

持ちもの 筆記用具

設計に活かす３次元ＣＡＤソリッドモデリング技術
【Fusion360】

コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M031 8/7（月） 8/21（月），22（火），23（水），24（木）10 名 4 日間 9：00 ～ 16：00 24 時間 ¥14,000

対象者 Fusion360 のモデリング機能を把握し設計やデザイン実務に活かしたい方（基本的なパソ
コン操作ができる方）

内　容

3 ＤＣＡＤによる機械部品の設計業務に必要な各種機能（部品、
アセンブリ、図面）を理解し、課題演習を通して、様々なモデル
作成方法を習得します。

１．Fusion360 概要説明と基本操作説明
２．基本スケッチ、基本フィーチャー
３．ソリッドモデリングと図面化
４．シートメタルモデリング
５．jpeg の下絵を挿入して 3 Ｄキャラクターモデルを作成
６．マルチボディ機能を利用したアセンブリモデルの作成
７．部品を組み合わせるジョイント機能の基本
８．�不足している部品モデルの作成とジョイント機能によるアセ

ンブリモデルの作成
９．アセンブリから分解アニメーションの作成
10．分解アニメーションから分解組立図の作成

受講　　　 　
＊�本講習は Fusion360 の特徴

を活かしたモデリングトレー
ニングに特化しており、受講
することで以下の知識を深め
ることができます

＊�３ＤＣＡＤ未経験の方でもモ
デリング作業の基本を理解で
きます

＊�トップダウン設計とボトム
アップ設計の違いが理解でき
ます

＊�設計演習を通して、３ＤＣＡ
Ｄによるトップダウン設計の
概念を身に付けることができ
ます

使用機器 3 次元ＣＡＤソフト（Fusion360）

持ちもの 筆記用具

9M031

9M021

ＣＡＤ課題例 ＣＡＥ課題例

ＣＡＭ課題例

声

Point

課題例
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機 械 系 機械設計／機械製図

各種加工方法を考慮した設計技術
＜切削加工、特殊加工、板金、溶接編＞

コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M041 7/6（木） 7/20（木），21（金） 10 名 2 日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥10,000
対象者 現場経験のない設計者、新人設計者、部品加工の知識を得たい間接部門（営業、品管等）従事者

内　容

「図形を描くことはできるが、その図面では現物化できない。」そ
んな設計者になっていませんか？
本セミナーでは、設計者に不足している各種加工方法や加工の際
の各種注意事項（加工者は知っているが設計者が把握できていな
いこと）を実例を踏まえて講義を行います。
各種加工方法を知ることで、それぞれの加工のメリット、デメリッ
トを理解し、加工サンプルを交えることで、最適な加工方法など
を理解することができます。

１．切削加工の種類
２．研削加工とブローチ加工
３．放電加工とレーザ加工
４．加工方法の組み合わせ事例
５．板金加工のプロセスと特徴　
６．板金加工とプレスの違い
７．曲げ加工の原理と特徴
８．切削部品を板金部品へ変換
９．接合加工（部品投影図作成、板金展開図作成の演習あり）

受講者の  　
＊�各種加工方法での図面

の描き方や注意点、実
際加工した際の寸法の
ズレなど、専門的な部
分を学べた

持ちもの 筆記用具

幾何公差の解釈と活用演習
＜「旧寸法公差方式」のあいまいさと「幾何公差方式」の優位性＞

コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M051 8/15（火） 8/29（火），30（水） 10 名 2 日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥11,500
対象者 機械設計・機械製図に関する基礎知識を有する方、もしくは設計業務に従事する方

内　容

設計技術者がもっともよく利用する「JIS B 0001 機械製図」が
２０１９年に改定されました。そこでまず、新しい規格の意図と
機械製図の基本事項について学びます。ところが実際の加工では”
与えられた寸法公差の中央値で加工する”ことが当たり前とされ、
この方法では一定の割合で不良品が発生します。その原因は従来
の図面が「寸法公差方式」で描かれているからです。そこで、こ
れを「幾何公差方式」で描くと歩留まりが極端に改善し、組立て
誤差が予測でき、さらに測定も容易になります。このように図面
のもつあいまいさを排除した「幾何公差方式」は、機械技術者にとっ
て必須の知識です。

１．ＪＩＳ機械製図の基本原則
２．新しいＪＩＳ機械製図の最新動向
３．「従来の寸法公差方式」は、不良品がある確率で発生する
４．「独立の原則」の適用
５．あいまいさを排除した「幾何公差方式」の有用性
６．演習問題

受講　　　 　
＊�本講習を受講すれば、従来の

旧寸法公差方式で描かれた図
面があいまいであり、「幾何公
差方式」がいかに優れた規格
であるかがわかります

＊�別講習の「最大実体公差方式
の解釈と活用演習」と併せて
受講すれば、幾何公差の意図
を理解できます

持ちもの 筆記用具

9M041

9M051

声

Point

切削加工

板金加工

型彫放電加工
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機 械 系 機械設計／機械製図

最大実体公差方式の解釈と活用演習
＜測定コストを大幅に削減する画期的な方法＞

コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M061 8/17（木） 8/31（木），9/1（金） 10 名 2 日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥11,500
対象者 機械設計・機械製図に関する基礎知識を有する方、もしくは設計業務に従事する方

内　容

「最大実体公差方式」は、幾何公差方式を発展させた優れた規格で
す。これを図面に適用すると、サイズ公差（旧寸法公差）の余裕
分を幾何公差に付加できるので加工が容易になり、不良品が減り
ます。さらに「機能ゲージ」を用いて、加工品が良品か不良品か
の判別が容易に、しかも全数検査できます。これにより測定コス
トを大幅に削減できます。そんな良い事づくめの最大実体公差方
式について、演習問題を解きながら詳しく学びます。そして最後に、
幾何公差の表示と解釈をさらに進化させた将来の JIS 規格につい
て学びます。

１．「最大実体公差方式」とは？
２．「動的公差線図」で公差を見える化する
３．「機能ゲージ」で部品を全数検査する
４．「最大実体公差方式」で測定コストを大幅に削減する
５．３Ｄモデルによる幾何公差の検証
６．幾何公差の表示と解釈を確実にする新しい規格
７．演習問題

受講　　　 　
＊�本講習を受講すれば上記のよ

うな「最大実体公差方式」で
描かれた図面の意味を理解し
て加工したり製図したりでき
るようになります

＊�別講習の「幾何公差の解釈と
活用演習」と併せて受講すれ
ば、幾何公差の理解が深まり
ます持ちもの 筆記用具

３Ｄプリンタを用いた製品試作における造形技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M071 8/23（水） 9/6（水），7（木），8（金） 10 名 3 日間 9：00 ～ 16：00 18 時間 ¥21,500
対象者 Fusion360 を使用したセミナーを受講された方、または Fusion360 の操作経験がある方

内　容

「３Ｄプリンタの活用方法で悩んでいませんか？」
３Ｄプリンタを購入してはみたけれど、設計したものをいざ試作
する際にどうすれば上手く製作できるかわからない ･･･ そんな方
におすすめなコースです。
実際の製品製作の際に３Ｄプリンタをうまく活用できれば、問題
箇所の洗い出しに伴う設計変更までの過程を自己完結できます。
３Ｄプリンタをただ使うだけでなく、どう活用すればいい製品が
できるかが重要です！
本セミナーでは、３ＤＣＡＤで各自作成したいモデルをモデリン
グ（サイズの制限付き）し、３Ｄプリンタで造形するまでに必要
となる各種知識及び作業手順などのノウハウを実習を通して習得
します。造形後に修正が必要な場合は、その修正方法の検討、対
策を行い、再造形までの流れも合わせて習得します。

１．３次元造形技術の動向
２．造形品の設計手法
３．造形実習
４．問題箇所の洗い出しと修正（修正が必要な場合）
５．再造形
６．まとめ 受講者の  　

＊�座学と実習で３Ｄ造形
の方法を十分に学ぶこ
とができた

使用機器 ３Ｄプリンタ（Sonic Mini）、3 次元ＣＡＤソフト（Fusion360）

持ちもの 筆記用具、作業に適した服装

9M061

9M071

声

Point

試作／解析／評価

1.�Fusion360
を使用した
モデリング

2.�スライサーソフトを
使用した造形用デー
タ作成

3. 造形直後の様子 4. 最終形状の様子
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声

機 械 系 汎用機械加工

旋盤加工技術＜外径加工編＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M101 7/10（月） 7/24（月），25（火），26（水）10 名 ３日間 9：00 ～ 16：00 18 時間 ¥18,000

対象者
・�機械加工作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う者、または、

その候補者
・�各種測定器を使用できる方

内　容

普通旋盤における外径の段付け加工、テーパ加工に関する知識及
び技術を実習課題の製作を通して習得します。加工材料は鋼材（S
４５C）です。

１．旋盤の概要
２．切削条件の求め方（回転数（切削速度）、送り、切り込み）
３．機械操作（各ハンドル・レバー操作、主軸回転数・送り速度設定）
４．加工実習（外径段付け加工、テーパ加工）

※ 技能検定対策コースではありません。

受講者の  　
＊�セミナーの技術を使い

製品の加工を行うこと
ができる

＊�旋盤だけでなく周辺機
器の説明が深かった

使用機器 普通旋盤（DMG 森精機　LEO-80A）

持ちもの 筆記用具、作業服、安全靴、作業帽、保護メガネ

旋盤加工技術＜内径加工編＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M111 7/13（木） 7/27（木），28（金） 10 名 2 日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥12,000
対象者 ・普通旋盤による外径切削ができる方、かつ各種測定器を使用できる方

内　容

普通旋盤における穴あけ加工、内径の段付け加工に関する知識及
び技術を実習課題の製作を通して習得します。加工材料は鋼材（S
４５C）です。

１．旋盤の概要
２．切削条件の求め方（回転数（切削速度）、送り、切り込み）
３．機械操作（各ハンドル・レバー操作、主軸回転数・送り速度設定）
４．加工実習（穴あけ加工、内径段付け加工）
※ 技能検定対策コースではありません。
 　�上記セミナー＜外径加工編＞の続編となりますので、申込みさ

れる場合は 9M101 ＜外径加工編＞と併せてのお申込みをおす
すめします。

受講者の  　
＊�先輩方からも教えても

らったが、より詳しく
学ぶことができた

使用機器 普通旋盤（DMG 森精機　LEO-80A）

持ちもの 筆記用具、作業服、安全靴、作業帽、保護メガネ

9M101

9M111

声

声

加工課題例

加工課題例
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フライス盤加工技術＜段・溝・勾配加工編＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M131 6/29（木） 7/13（木），14（金） 7 名 2 日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥14,500
対象者 ・フライス盤による平面加工ができる方、かつ各種測定器を使用できる方

内　容

機械加工部品等に要求される条件を満たす加工工程を理解し、フ
ライス盤作業による、組合せ加工方法を習得します。

１．フライス盤の概要
２．加工材料と工具材質　
３．切削条件の求め方
４．機械操作
５．組合せ公差と寸法出し
６．図面指示と加工方法

※ 技能検定対策コースではありません。
　�上記セミナー＜平面・六面体加工編＞の続編となりますので、

申込みされる場合は９M121 ＜平面・六面体加工編＞と併せて
のお申込みをおすすめします。

受講者の  　
＊�今まで行ったことのな

い加工をすることがで
きた

＊�初めて使う測定器も細
かく説明があった

使用機器 汎用フライス盤（静岡鐵工所　SV-W、SV-W Ⅱ）

持ちもの 筆記用具、作業服、安全靴、作業帽、保護メガネ

声

機 械 系 汎用機械加工

フライス盤加工技術＜平面・六面体加工編＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M121 6/26（月） 7/10（月），11（火），12（水） ７名 ３日間 9：00 ～ 16：00 18 時間 ¥22,500

対象者
・�機械加工作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う者、または、

その候補者
・各種測定器を使用できる方

内　容

機械加工部品等に要求される条件を満たす加工工程を理解し、フ
ライス盤作業による、高精度な加工方法を習得します。

１．フライス盤の概要
２．加工材料と工具材質　
３．切削条件の求め方
４．機械操作
５．寸法出し
６．図面指示と加工方法

※ 技能検定対策コースではありません。

受講者の  　
＊�専門的に学ぶ事がな

かったので、改めて技
術が身についた

使用機器 汎用フライス盤（静岡鐵工所　SV-W、SV-W Ⅱ）

持ちもの 筆記用具、作業服、安全靴、作業帽、保護メガネ

9M121

9M131

声

声

加工課題例

加工課題例
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機 械 系 ＮＣ機械加工

ＮＣ旋盤プログラミング技術＜ FANUC 編＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M141 11/21（火）12/5（火），6（水），7（木），８（金）10 名 4 日間 9：00 ～ 16：00 24 時間 ¥13,000

対象者 機械加工作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う者、または、
その候補者

内　容

ＮＣ旋盤加工のための加工工程を理解し、マニュアルでＮＣプロ
グラムを作成し、ＮＣプログラム知識を習得します。

１．ＮＣ旋盤の概要
２．ＮＣプログラムに必要な知識
　　（切削条件、G コード、M コード、刃先 R 補正、固定サイクル）
３．プログラミング作成演習
４．描画ソフトでのシミュレーション確認

※ �中村留精密工業の NC 旋盤（SC-250、制御装置　FANUC-0i）
で使用されるＮＣプログラムの作成方法についての内容になり
ます。メーカ、機種等により書式が異なっている場合がありま
すのでご注意下さい。

受講者の  　
＊�ＮＣ旋盤プログラムの

シミュレーションが確
認できて良かった

＊�ＮＣ旋盤設計及び段取
り加工に対する理解が
深まった使用機器 パソコン（シミュレーションソフト）

持ちもの 筆記用具　※機械は使用しないため作業服は必要ありません

マシニングセンタプログラミング技術＜ＯＳＰ編＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M151 10/24（火）11/7（火），8（水），9（木），10（金）10 名 4 日間 9：00 ～ 16：00 24 時間 ¥13,000

対象者 機械加工作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う者、または、
その候補者

内　容

マシニングセンタ加工のための加工工程を理解し、マニュアルで
ＮＣプログラムを作成し、ＮＣプログラム知識を習得します。

１．マシニングセンタの概要
２．ＮＣプログラムに必要な知識
　（切削条件、G コード、M コード、工具長・径補正、固定サイクル）
３．プログラミング作成演習
４．描画ソフトでのシミュレーション確認

※ �オ ー ク マ の マ シ ニ ン グ セ ン タ（MB-46VA、 制 御 装 置　
OSP-P300）で使用されるＮＣプログラムの作成方法について
の内容になります。メーカ、機種等により書式が異なっている
場合がありますのでご注意下さい。

受講者の  　
＊�会社でマシニングセン

タを動かしていたが、
内容を理解せずに使っ
ていたので今回のセミ
ナーで知識などが身に
ついた使用機器 パソコン（シミュレーションソフト）

持ちもの 筆記用具　※機械は使用しないため作業服は必要ありません

9M141

9M151

声

声

シミュレーションソフトでの
プログラム実行例

シミュレーションソフトでの
プログラム実行例
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機 械 系 機械・精密測定

精密測定技術＜測定器習得編＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M201 6/22（木） 7/6（木），7（金） 10 名 2 日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥6,500
対象者 機械加工作業及び測定・検査業務に従事する方、または従事する予定のある方

内　容

「測定器の使い方を知っていますか？間違っていませんか？」

機械加工された製品の測定は、加工現場では必須の作業になって
います。もし、正しい測定ができなければ、図面通りの製品を作
ることができなくなってしまいます。
本セミナーでは、加工現場で多く使用されている、各種測定器の
正しい取り扱いと測定方法などを実際に加工された測定ピースを
実測しながら習得します。

１．測定概要
２．各測定器による測定
３．まとめ

受講　　　 　
＊�各種測定器の読み方を

はじめ、正しい使い方、
測り方を理解したい方
におすすめです

使用機器 スケール、ノギス、各種マイクロメータ、シリンダゲージ、ハイ
トゲージ等

持ちもの 筆記用具

ステンレス鋼のＴＩＧ溶接技能クリニック
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M501 5/2（火） 5/18（木），19（金）
8 名 2 日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥17,000

9M502 11/22（水） 12/6（水），7（木）

対象者 ・ＴＩＧ溶接を用いたステンレス鋼の溶接施工に従事する方
・溶接作業の技能・技術者であり、今後指導的・中核的な役割を担う方

内　容

t1.5 ～ t3.0 程度のステンレス鋼板を用いて、各種継手の溶接を

行います。溶接条件の考え方、狙い位置、作業要点等について理

解し、様々な施工ケースに対応できる能力を身につけます。各々

の技量に応じて、適切な実技講習を行います。

１．学科講習（ステンレス鋼及びＴＩＧ溶接に関する知識）

２．溶加棒を用いた溶接

３．各種継手における溶接法 受講者の  　
＊�溶接方法が今まで社内

でのやり方のみしか知
らなかったため、今回
のセミナーによって新
たなやり方やコツにつ
いて学べた

使用機器 ＴＩＧ溶接機（パナソニック　YC-300BP4）

持ちもの 筆記用具、作業服、安全靴、作業帽、革手袋、溶接面（溶接面は
貸出可能です）

9M201

声

溶接加工

Point

9M501
9M502

使用測定ピース例

使用測定器例

作成課題例

38

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

機
械
系

機
械
系

電
気
・
電
子
系

電
気
・
電
子
系

居
住
系

管
理
系

管
理
系

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
松
本

2023 能力開発セミナーコースガイド



機 械 系 溶接加工

パルスＴＩＧ溶接実践技術＜ステンレス鋼編＞
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M511 5/16（火） 5/30（火），31（水） 8 名 2 日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥14,000

対象者
・�ステンレス鋼薄板溶接作業に従事する方、または、9M501、9M502「ステンレス鋼のＴ

ＩＧ溶接技能クリニック」を受講された方
・溶接作業の技能・技術者であり、今後指導的・中核的な役割を担う方

内　容

t1.0 ～ t1.5 程度のステンレス鋼板について、パルス機能を活用
した溶接方法を身につけます。学科講習では、主にパルス条件設
定の考え方や活用方法について紹介します。
実技講習では、各種板厚・継手に応じたパルス条件設定手法を学び、
実際に溶接施工していただきます。溶け落ちや、極端な歪みによ
る不具合を技能面だけでなく、溶接条件からもアプローチする方
法を習得します。

１．学科講習（パルス機能に関する知識）　
２．パルス機能を活用した溶接法

受講者の  　
＊�溶接方法が今まで社内

でのやり方のみしか知
らなかったため、今回
のセミナーによって新
たなやり方やコツにつ
いて学べた

使用機器 ＴＩＧ溶接機（パナソニック　YC-300BP4）

持ちもの 筆記用具、作業服、安全靴、作業帽、革手袋、溶接面（溶接面は
貸出可能です）

アルミニウム合金のＴＩＧ溶接技能クリニック
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M521 7/13（木） 7/27（木），28（金） 8 名 2 日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥17,500

対象者 ・ＴＩＧ溶接を用いたアルミニウム合金の溶接施工に従事する方
・溶接作業の技能・技術者であり、今後指導的・中核的な役割を担う方

内　容

t1.5 ～ t3.0 程度のアルミニウム合金板材を用いて、各種継手の

溶接を行います。学科講習では、アルミニウム合金に関する知識・

溶接法、並びに、溶接時における欠陥等問題点の把握及び解決手

法を習得します。実技講習では、各種継手の溶接を行い、様々な

施工ケースに対応できる能力を身につけます。

１．学科講習（アルミニウム合金及び TIG 溶接に関する知識）

２．溶加棒を用いた溶接　

３．各種継手における溶接法 受講者の  　
＊�社内でアルミ溶接がひ

とりしかできなかった
ので、後継者育成に
なった使用機器 ＴＩＧ溶接機（パナソニック　YC-300BP4）

持ちもの 筆記用具、作業服、安全靴、作業帽、革手袋、溶接面（溶接面は
貸出可能です）

9M511

9M521

声

声

作成課題例

作成課題例
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機 械 系 溶接加工

半自動アーク溶接技能クリニック
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M531 6/27（火） 7/11（火），12（水） 8 名 2 日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥14,000

対象者 ・半自動アーク溶接作業に従事する方
・溶接作業の技能・技術者であり、今後指導的・中核的な役割を担う方

内　容

t6 程度の軟鋼板、管材等の形鋼の溶接を行います。

また、各種溶接姿勢（下向き、立向き、横向き等）における溶接

作業方法を学び、溶接技能の高度化を目指します。学科講習では、

半自動溶接機の特性（定電圧特性、ワイヤ突出し長さ、電圧等）

について学び、溶融池制御のための理解を深めます。実技講習では、

各々の技量に応じて、各種課題を提示します。

１．学科講習（半自動アーク溶接全般）　

２．各種継手の溶接　

３．各種溶接姿勢
受講者の  　

＊�何も知らないまま溶接
をしていたので、知識
が身につき、実際に溶
接して納得した

使用機器 半自動アーク溶接機（パナソニック　YD-350GR3）

持ちもの 筆記用具、作業服、安全靴、作業帽、革手袋、溶接面（溶接面は貸出可能です）

被覆アーク溶接技能クリニック
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9M541 12/1（金） 12/16（土），17（日） 8 名 2 日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥17,500

対象者 ・被覆アーク溶接作業に従事する方
・溶接作業の技能・技術者であり、今後指導的・中核的な役割を担う方

内　容

t6 程度の軟鋼板、管材等の形鋼の溶接を行います。

また、各種溶接姿勢（下向き、立向き、横向き等）における溶接

作業方法を学び、溶接技能の高度化を目指します。学科講習では、

被覆アーク溶接機の特性や、溶接棒、運棒法について学びます。

実技講習では、各々の技量に応じて、各種課題を提示します。

１．学科講習（被覆アーク溶接全般）　

２．各種継手の溶接　

３．各種溶接姿勢
受講者の  　

＊�色々な溶接のやり方を
教えて頂いたので、こ
れからの業務に活か
せる

使用機器 被覆アーク溶接機（パナソニック　YK-300AJ3）

持ちもの 筆記用具、作業服、安全靴、作業帽、革手袋、溶接面（溶接面は
貸出可能です）

9M531

9M541

声

声

作成課題例

作成課題例
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有接点シーケンス制御の実践技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9D001 3/30（木） 4/13（木），14（金）
８名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥12,500

9D002 11/30（木） 12/14（木），15（金）

対象者 シーケンス制御関連の業務に従事する方

内　容

有接点シーケンス制御に用いられる制御機器について理解し、実

習を通して各種制御回路、配線等の技術を習得します。

１．シーケンス制御の概要

２．制御回路の基本

　　（基本回路、自己保持回路、優先回路、時限制御回路等）

３．回路の点検手法

４．故障原因の解明

受講者の  　
＊�参考書や動画等ではわ

からない部分も多かっ
たが、実物を見て作業
を行う事で理解を深め
ることができた

使用機器 機械（電気系）保全検定盤、リレー、タイマー

持ちもの 筆記用具、作業に適した服装

シーケンス制御による電動機制御技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9D011 6/1（木） 6/15（木），16（金）
８名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥13,500

9D012 2024 年
1/11（木） 2024 年　1/25（木），26（金）

対象者 9D001、9D002「有接点シーケンス制御の実践技術」を受講された方、または、同等以上
の知識（シーケンス制御の概要・回路設計ができる）をお持ちの方

内　容

電動機制御に用いられる制御機器について理解し、実習を通して

各種制御回路、配線等の技術を習得します。

１．電動機制御の概要

２．制御回路の基本

　　（直入れ始動回路、可逆制御回路、Y- Δ始動回路等）

３．回路の点検手法

４．故障原因の解明
受講者の  　

＊�シーケンスを組むこと
で流れを整理できた

＊�自己流で覚えていた部
分を理論的に理解する
ことができた

使用機器 押しボタンスイッチ、電磁接触器（MC）、サーマルリレー、リレー、
タイマー、三相誘導電動機

持ちもの 筆記用具、作業に適した服装

声

声

9D001

9D011

9D002

9D012

シーケンス制御設計

シーケンス実習装置

電動機実習装置

シーケンス実習装置

電気・電子 系
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ＰＬＣプログラミング技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9D021 7/26（水） 8/9（水），10（木）
10 名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥9,000

9D022 10/5（木） 10/19（木），20（金）

対象者
制御関連の業務に携わる方で、9D001、9D002「有接点シーケンス制御の実践技術」を受
講された方、または、同等以上の知識（リレーシーケンス制御の概要・回路設計ができる）
をお持ちの方

内　容

ＰＬＣ（プログラマブルコントローラ）の概要及び制御回路（ラダー

図）の作成方法を理解し、実習を通して回路設計、配線等の技術

を習得します。

１．ＰＬＣ制御の概要

２．プログラミングの手法

３．基本命令の活用法

４．回路設計
受講者の  　

＊�ラダー図の書き方、回
路の作り方など新たに
知識を得ることがで
きた使用機器 パソコン、三菱電機製ＰＬＣ（ＦＸシリーズ）、シーケンス制御作業

検定装置

持ちもの 筆記用具、作業に適した服装

ＰＬＣ制御の応用技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9D031 2024 年
2/7（水） 2024 年　2/21（水），22（木）10 名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥9,000

対象者 制御関連の業務に携わる方で、9D021、9D022「ＰＬＣプログラミング技術」を受講され
た方、または、同等以上の知識（基本命令による回路設計ができる）をお持ちの方

内　容

デジタルスイッチ及び７セグメントを活用し、データの転送、四

則演算による数値処理の技術を習得します。

１．ＰＣが取り扱う数値の考え方

２．データ転送の手法

３．四則演算

４．数値処理

受講者の  　
＊�ＰＬＣ制御で知らな

かった命令について知
ることができた

使用機器 パソコン、三菱電機製ＰＬＣ（ＦＸシリーズ）、シーケンス制御作業
検定装置

持ちもの 筆記用具、作業に適した服装

声

声

9D021
9D022

シーケンス制御設計

～主な設計内容～

■自己保持　　　

■インターロック

■タイマー　　　

■カウンタ　　　

～主な設計内容～

■数値処理

■四則演算

■増加減少

■比較演算

9D031

ＰＬＣ実習装置

ＰＬＣ実習装置

電気・電子 系
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空気圧実践技術
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9D041 6/6（火） 6/20（火），21（水），22（木）
８名 ３日間 9：00 ～ 16：00 18 時間 ¥18,000

9D042 10/24（火） 11/7（火），8（水），9（木）

対象者 ・空気圧装置の組立・保全業務などに従事する方、または、従事する予定のある方
・ＰＬＣを用いて基本的な回路作成ができる方

内　容

空気圧システムの最適化を目指して、空気圧機器の構造・作動原理・
ＪＩＳによる回路図記号を理解した上で、実機に用いられる主要
な制御回路の構成、動作特性を理解し、装置のトラブル防止や問
題解決・改善に対応した職務を遂行できる能力を習得します。

１・空気圧の概要
２．空気圧機器の構成
３．空気圧機器の制御
４．総合課題

受講者の  　
＊�新たな知識が身につ

き、今後の業務に役立
てられる

＊�シリンダーや空圧機器
の仕組み等、外から見
えないことまで知るこ
とができた

使用機器 空気圧トレーニングキット、空気圧機器カットモデル 等

持ちもの 筆記用具、作業服

声

9D041
9D042

油空圧制御システム設計

職員のマスク
着用を

実施しています

入館の際
皆様に消毒を
お願いして

います

ポリテクセンター長野
ポリテクセンター松本

安全安心への取り組み

使用機器例

電気・電子 系
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生産現場に活かす品質管理技法
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9X001 5/9（火） 5/23（火），24（水）
１２名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥9,500

9X002 10/31（火） 11/14（火），15（水）

対象者 生産効率や品質の向上に関し問題解決や課題達成等の改善業務に従事する技能・技術・管理
者等であって、指導的・中核的な役割を担う者、または、その候補者

内　容

生産現場において、品質の安定・向上による生産の最適化・効率
化を目指して、科学的管理手法としての統計手法を活用した品質
管理の各種手法について習得します。

１．品質とは、品質管理の目的
２．ＱＣ的ものの見方・考え方
３．データの取り方まとめ方（演習含む）
４．データの可視化（演習含む）
５．生産性管理データの分析演習
６．品質管理データの分析演習

受講者の  　
＊�品質管理とはどういう

ものか、実践を通して
理解することができた

使用機器 パソコン（Microsoft Excel）

持ちもの 筆記用具

生産現場改善手法
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9X011 6/29（木） 7/13（木），14（金）
１２名 ２日間 10：00 ～ 17：00 12 時間 ¥12,000

9X012 11/30（木） 12/14（木），15（金）

対象者 工場管理、生産管理の業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担
う者、または、その候補者

内　容

現場における生産工程の効率化・最適化を目指して、問題発見の

技法や課題解決に必要な分析力・改善能力を習得します。

１．生産現場の課題

２．生産現場の分析手法

３．現場分析演習

４．現場改善ツールと使い方

５．各種改善方法と事例

６．現場改善演習

受講者の  　
＊�ＱＣ活動を会社で行っ

ているので役立てるこ
とができる

＊�普段の作業におけるム
ダや自動機の不具合で
発生してしまう不良品
を減らす事の重要性を
学ぶことができた持ちもの 筆記用具

管 理 系 品質管理

声

声

9X001

9X011

9X002

9X012

工程管理／技術管理
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生産現場で使える原価管理
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9X021 8/2（水） 8/16（水），17（木），18（金）
１２名 ３日間 10：00 ～ 16：00 15 時間 ¥15,000

9X022 2024 年
2/28（水） 2024 年　3/13（水），14（木），15（金）

対象者 生産現場の業務改善等に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を担う者、
または、その候補者

内　容

原価管理における生産性の向上を目指して、コストを意識した現
場改善の取組方法について習得します。

１．原価計算とは　
２．原価計算の種類と計算方法
３．コストダウンのポイント　
４．生産現場で使える原価管理
５．経済性工学に基づいた原価管理
６．事例研究、演習

受講者の  　
＊�原価計算を用いること

により、どの手段が有
効的か判断できる知識
を学べた

持ちもの 筆記用具、電卓

５S によるムダ取り・改善の進め方
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9X031 5/11（木） 5/25（木），26（金）
１２名 ２日間 9：30 ～ 16：30 12 時間 ¥8,000

9X032 2024 年
1/4（木） 2024 年　1/18（木），19（金）

対象者 生産活動（生産効率や品質の向上等）の改善業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・
中核的な役割を担う者、または、その候補者

内　容

生産現場における現場力の強化を目指して、生産現場で発生する

問題の分析・改善技法及び指導技法を習得します。

１．現場改善・改革の必要性・重要性

２．５Ｓ推進による現場の改善

３．ムダ取りの実践による現場改善

４．現場改善のための指導技法

５．演習問題

受講者の  　
＊�会社でも５S を学んで

いたがマンネリ化して
おり、このセミナーを
通して改めて５S を行
う目的と意味を理解で
きた持ちもの 筆記用具

管 理 系 原価管理

9X021

9X031

9X022

9X032

指導技法

声

声
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ポリテクセンター長野
ポリテクセンター松本

安全安心への取り組み

定期的に施設各所を
アルコール・

次亜塩素酸水等で
拭いています

職員の体調管理と
定期的な

手洗い消毒を
行っています

生産現場で活用するリーダーシップ手法
コース番号 申込締切日 日　程 定員 日数 時間帯 訓練時間 受講料（税込）

9X041 5/25（木） 6/8（木），9（金）
１２名 ２日間 9：00 ～ 16：00 12 時間 ¥9,000

9X042 2024 年
2/22（木） 2024 年　3/7（木），8（金）

対象者 生産現場における生産管理等の業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な
役割を担う者、または、その候補者

内　容

生産現場における現場力強化及び技能継承を目指して、部下の指

導方法や育成方法など製造業に適したリーダーシップ手法を習得

します。

１．生産現場とリーダーシップ

２．現場管理者が目指すもの

３．リーダーシップの要点

４．コーチング技法

５．生産現場における事例演習

受講者の  　
＊�部下や同僚への対応

を見直すきっかけと
なった

＊�指導者の立場におけ
る 接 し 方、 聴 き 方、
話し方がとても参考
になった持ちもの 筆記用具

管 理 系 指導技法

9X041
9X042

声
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Twitter YouTube公式サイト

さらなる
スキルアップを目指

すなら！

高度ポリテクセンターのご案内
年間、約700コースの豊富なカリキュラムをご用意しております。
経験豊富な講師陣による実践的な研修内容です。
社員教育の一環としてご利用ください！

詳しくは、公式サイトまたは当センターの
コースガイドをご覧ください

機械加工
塑性加工・金型
射出成形・金型

接合加工
測定・検査・計測

材料・表面
機械保全

機械設計
自動化

環境・安全
現場運営・改善

電気設備
自動制御
電子回路

パワーエレクトロニクス
画像・信号処理
組込み・ＩＣＴ
通信システム

人気コースの一例
●金属材料の腐食対策
●プレス順送金型設計の要点
●高能率・高精度穴加工技術
●AI・画像処理技術〈集中育成コース〉
●ロボットシステム設計技術

切削条件を変えながら、加工中の工具への負荷
を測定し、摩耗を観察することで加工の見える
化を行います。

〒261-0014千葉県千葉市美浜区若葉3-1-2
TEL：043-296-2582
E-Mail:kodo-poly02@jeed.go.jp

高度ポリテクセンター事業課へ、お気軽にお問い合わせください

実習例

18の技術分野
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能力の見える化2
目標の見える化3

能力開発の見える化4

事業主の皆様こんなお悩みはありませんか？

「人材育成プラン」を活用し人材育成の
ビジョンづくりをサポートいたします

４つの「見える化」で人材育
成をサポート

仕事や作業に
必要なスキル
の把握

各従業員が
持っている
スキルの把握

求めるスキル
レベルの設定

研修計画・体系
（教育訓練
プログラム）
の作成と実施

※「人材育成プラン」づくりのポイントは４つの「見える化」です。

１. 仕 事 の 見 え る 化　各業務に必要なスキルをモデル化したモデル
データを活用します。

２. 能 力 の 見 え る 化　モデルデータにより個人ごとの職業能力を把
握します。

３. 目 標 の 見 え る 化　個人ごとにスキルアップに向けた目標を設定
します。

４. 能力開発の見える化　目標に基づき、訓練コース設定、研修体系・
計画を作成し、実施します。

※人材育成プランのご相談・サポートは無料です。

・各職場に必要な能力は？
・従業員に身につけてほしい能力は？
・必要な能力を身につける方法は？

仕事の見える化1
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　こんなお悩みはありませんか？

　ご相談からセミナー実施までの流れ

能力開発セミナーコースガイド（本ガイド）に記載されているコース以外に、
ご要望に応じてオーダーメイドの能力開発セミナー（ものづくり分野）を実
施しています。お気軽にご相談ください。

公開中の
セミナーでは
日程が合わない

自社の実情や
目的に合った
研修を実施したい

自社では
講師や機器・

場所が不足している

・平日、土日祝日にも
対応

・１セミナー 12 時間
以上

・人数は原則５名以上

事前にセミナー内容、
日程などのご希望をお
聞きしながらご相談し
ます。

ポリテクセンターの機
材と研修室をご利用で
きます。講師も対応し
ます。

お問い合わせ

ご相談対応
（内容、日程、受講者数など）

受講料見積額の提示
実施内容の提案

企業様によるご確認とご了解

受講料の請求とご入金

セミナー実施

コ
ー
ス
実
例

■旋盤 / フライス盤 / 溶接技術
　（松本のみ）
■測定技術 / 機械製図
■ＣＡＤ・ＣＡＭ / 機械保全
■有接点シーケンス制御
■空気圧システム
■ＰＬＣ制御
■電気設備管理 / 自家用電気
　工作物の施工技術 / 空調設備
■環境測定（ＣＯ２、残留塩素、

浮遊粉塵等）
■給排水設備（衛生器具、配管

等）（長野のみ）
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講師派遣サービス のご案内

＜注意点＞
■販売、勧誘等の営利を目的とした講習会等には利用できません。
■ご利用希望日の２か月～１か月前までにご相談ください。
■施設の利用時間は、原則として午前９時から午後５時まで、1 時間単位での利用が可能です。
■準備（使用前の点検）、後片づけ（清掃、原状回復）の時間も含めてのご利用時間となります。
■ご利用料金は、施設、設備に応じて異なります。
■使用される方の安全衛生には十分にご配慮ください。
■ご利用日やご利用目的等により、ご希望に沿えない場合がございます。

詳しくは、ご利用予定のポリテクセンターまでお問合せください。

ポリテクセンターの職業訓練指導員を講師として有料で
派遣（ポリテクセンター内での実施も含みます）しています。
※�ご相談の内容や日程などのご要望に沿えない場合もありますので、予めご了承ください。

電話で
ご相談

ポリテク
センターから

「承諾通知書」
「使用料請求書」

を貴社に郵送

所定の
銀行口座に
お振込み

施設・設備の
ご利用

申請書
（ホームページ
か ら ダ ウ ン
ロード）をポ
リ テ ク セ ン
ターへ郵送

　サービスご利用の流れ

■事業主または事業主団体等が行う教育訓練、技能・技術研修等
■技能検定やその準備講習
■その他、公共施設での実施が適切であると認められるもの

ポリテクセンターでは、事業主（または事業主団体等）が従業員等を対象に
実施する以下の能力開発に関する研修を行う場合、施設・設備を有料でご利
用いただけます。
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企業の生産性向上を支援します

このような悩みは生産性向上支援訓練を受講して解決に向かいましょう

受講者の声から

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構長野支部
ポリテクセンター長野	 生産性向上人材育成支援センター
〒 381-0043　長野県長野市吉田 ４－ 25 － 12
TEL：026-243-1290　FAX：026-243-2797

方法

解決

社員全員に同じ内容
の研修受けさせたい

社員全員で同じ訓練を
受けて情報共有OK

問題解決に向けて、
社員が同じ方向を
向くことができた

社員間の
コミュニケーションが
スムーズになった

効率的に仕事を進め
られるようになった

最近注目されている
DXの基礎がわかった

社員間の
コミュニケーション能力を

上達させたい

うちの会社では
何が問題かを社員で

考えたい

訓練内容
生産管理、営業、事業継承、組織マネジメント、IT 活用等生産性向上に効果的な内容
です

（オーダーメイドなら、事業主ニーズに合わせたカリキュラムを作成）

講　　師
専門的な技能やノウハウを持つ全国の民間機関からポリテクセンターが最適な講師を
選び、委託します

会　　場 自社内の会議室や外部の施設など自由に設定できます

定　　員 6 名～ 20 名程度まで自由に設定できます

日程・時間
6 ～ 30 時間の間で自由に設定できます

（平日だけでなく、土日や夕方からの訓練も可能）

受 講 料 2,000 円～ 6,000 円 /1 人（税別）※コースや時間数により異なります

最近注目されている
DX,GXについて学びたい

プログラム作成をして効率
的に作業を進めてほしい

事業主のみなさん　こんな悩みありませんか？
始まり

お問い合わせはこちら

ポリテクセンター長野
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生産性向上支援訓練コース一覧（充実の 128 コース）
A 産業・業務プロセスの改善
■生産管理
048 ものづくりの仕事のしくみと生産性向上
001 生産性分析と向上
002 生産現場の問題解決
003 生産性向上のための課題とラインバランシング
004 生産計画と工程管理
005 サービス業におけるＩＥ活用
006 原価管理とコストダウン
007 在庫管理システムの導入
008 購買・仕入れのコスト削減
009 POS システムの活用技術
■品質保証・管理
010 品質管理基本
011 品質管理実践
053 サービスマネジメントによる品質改善と向上
■流通・物流
015 3PL と SCM
016 物流の IT 化
013 流通システム設計
014 物流システム設計
012 卸売業・サービス業の販売戦略
017 SCM の現状と将来展望
■バックオフィス
018 クラウド活用入門
019 IoT 活用によるビジネス展開
020 クラウドを活用したシステム導入
021 IoT 導入に係る情報セキュリティ
054 クラウドを活用した情報共有能力の拡充

087 導入コストを抑えるクラウド会計・モバ
イル POS レジ活用

083 テレワークを活用した業務効率化
088 テレワーク活用
056 IT ツールを活用した業務改善
089 データ活用で進める業務連携
090 失敗しない社内システム導入

091 企業内で IT 活用を推進するために必要
な技術理解

092 企業内で IT 活用を推進するために必要
なマネジメント

117 DX（デジタルトランスフォーメーショ
ン）の導入

118 ベンダーマネジメント力の向上
093 IT 新技術による業務改善
094 AI（人工知能）活用
095 ビックデータ活用
055 RPA を活用した業務効率化・コスト削減
096 RPA 活用

119 DX（デジタルトランスフォーメーショ
ン）の推進

120 データサイエンス入門
037 企業価値を上げるための財務管理

B 横断的課題
■組織マネジメント
022 IoT を活用したビジネスモデル
084 ダイバーシティ・マネジメントの推進

121 ビジネスと SDGs（持続可能な開発目
標）の融合

038 事故をなくす安全衛生活動
023 個人情報保護と情報管理

064 高年齢労働者のための安心・安全な職場
環境の構築

039 リスクマネジメントによる損失防止対策
059 災害時のリスクと事業継続計画
040 e ビジネスにおけるリーガルリスク
057 ネット炎上時のトラブル対応
024 ナレッジマネジメント
025 知的財産権トラブルへの対応（１）
026 知的財産権トラブルへの対応（２）
058 現場社員のための組織行動力向上
041 業務効率向上のための時間管理
062 顧客満足度向上のための組織マネジメント
060 企画力向上のための論理的思考法
042 成果を上げる業務改善
043 組織力強化のための管理
061 職場のリーダーに求められる統率力の向上
051 管理者のための問題解決力向上
044 プロジェクト管理技法の向上

052 プロジェクトマネジメントにおけるリス
ク管理

065 継続雇用者のキャリア形成と管理者の役割
085 従業員満足度の向上

086 ストレスチェック制度を用いた職場環境
改善と生産性向上

097 ムダを発見するための業務プロセスの見
える化と業

122 テレワーク業務における労務管理
126 DX 人材育成の進め方
127 物流現場のリーダー育成

128 ファシリテーションを活用した合意形成
の効率化

■生涯キャリア形成
066 中堅・ベテラン従業員のためのキャリア形成

067 チーム力の強化と中堅・ベテラン従業員
の役割

068 後輩指導力の向上と中堅・ベテラン従業
員の役割

069 中堅・ベテラン従業員による組織の活性
化のための相談技法

070 SNS を活用した相談・助言・指導
071 フォロワーシップによる組織力の向上
072 経験を活かした職場の安全確保（未然防止編）
073 経験を活かした職場の安全確保（対策編）
074 クラウドを活用したノウハウの蓄積と共有
075 職業能力の整理とノウハウの継承
076 職業能力の体系化と人材育成の進め方
077 経験に基づく営業活動の見える化と継承
078 効果的な OJT を実施するための指導法
079 ノウハウの継承のための研修講師の育成
080 作業手順の作成によるノウハウの継承

081 若手従業員に気づきを与える安全衛生活動
（実施編）

082 若手従業員に気づきを与える安全衛生活動
（点検編）

C 売り上げ増加
■営業・販売
049 提案型営業手法
063 ビジネス現場における交渉力
050 提案型営業実践
027 マーケティング志向の営業活動の分析と改善
028 統計データ解析とコンセプトメイキング
123 オンライン営業技術
029 顧客分析手法
045 顧客満足向上のための CS 調査とデータ分析
■マーケティング
030 実務に基づくマーケティング入門
031 マーケティング戦略概論

032 マーケット情報とマーケティング計画
（調査編）

033 マーケット情報とマーケティング計画
（販売編）

046 インターネットマーケティングの活用
■企画・価格
034 製品・市場戦略
035 新サービス・商品開発の基本プロセス
■プロモーション
036 プロモーションとチャネル戦略
047 チャンスをつかむインターネットビジネス

D IT 業務改善
■ネットワーク

098 提ワイヤレス環境に必要となる無線
LAN とセキュリティ

099 社内ネットワークに役立つ管理手法
■データ活用
100 表計算ソフトを活用した業務改善
101 業務に役立つ表計算ソフトの関数活用

102 表計算ソフトを活用した効果的なデータ
の可視化

103 効率よく分析するためのデータ集計
104 ピボットテーブルを活用したデータ分析
105 品質管理に役立つグラフ活用
106 表計算ソフトを活用した統計データ解析
107 表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化

108 データベースを活用したデータ処理
（基本編）

109 データベースを活用したデータ処理
（応用編）

110 データベースを活用した高度なデータ処理
111 業務効率を向上させるワープロソフト活用
■情報発信
112 相手に伝わるプレゼン資料作成
113 集客につなげるホームページ作成
114 SNS を活用した情報発信
124 オンラインプレゼンテーション技術
■倫理・セキュリティ
115 脅威情報とセキュリティ対策
116 情報漏えいの原因と対応・対策
125 テレワークに対応したセキュリティ対策

訓練詳細（カリキュラム）は、
ポリテクセンター長野
生産性向上支援訓練のホームページ
に掲載しています

QR コードはこちらから→
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ポリテクセンターでは求職中の方を対象に６～７か月間の職業訓練を実施
し、即戦力となる人材を育成しています。ぜひ、ポリテクセンターの訓練受
講者・修了者の採用をご検討ください。

＜ポリテクセンター長野＞の職業訓練

機械CAD/NC加工科
・２次元CAD、３次元CAD
・切削加工基本、NC機械プログラミング及び
加工

機械オペレーション科
・２次元CAD、３次元CAD
・切削加工基本、NC機械プログラミング及び
加工

・ビジネススキル講習、企業実習

電気設備技術科
・電気設備工事、消防設備
・CAD
・シーケンス制御

CADものづくりサポート科
・機械製図
・２次元CAD、３次元CAD、CAM
・生産管理、品質管理
・NC工作機械オペレーション

ビル設備サービス科
・空調設備、給排水衛生設備、ビルクリーニング
・電気設備、自動火災報知設備、ボイラー
・シーケンス制御、高圧受変電設備

生産システムエンジニア科
・ネットワーク構築
・Webシステム開発、PLC制御
・プログラミング、データベースシステム

建築CADデザイン科
・機械製図
・２次元CAD、３次元CAD、CAM
・生産管理、品質管理

＜ポリテクセンター松本＞の職業訓練
CAD/NC技術科
・機械製図
・２次元CAD、３次元CAD、CAM
・旋盤、フライス盤加工
・NC工作機械のプログラミング及び加工

金属加工科
・鉄鋼材の加工
・炭酸ガスアーク溶接
・機械板金、薄板のTIG溶接

CADものづくりサポート科
・機械製図
・２次元CAD、３次元CAD、３Dプリンタ
・生産管理、品質管理
・NC工作機械オペレーション

電気設備技術科
・電気設備工事、消防設備
・CAD
・シーケンス制御

ポリテクセンターのホームページで人材情報を公開しています
訓練受講者の求職情報（希望職種、
保有資格、自己ＰＲ等を掲載）を
ホームページ上に公開しています。
貴社の採用計画にご活用ください。
なお、求職者情報誌の郵送依頼や、
採用に関する情報などについては、
右記までお問合せをお願いします。

＜お問合せ先＞
●ポリテクセンター長野　訓練課 就職支援担当
　電話 026-243-7856
　訓練受講者の求職情報に関するアクセス先
　URL:https://www3.jeed.go.jp/nagano/poly/biz/kyujin.html
●ポリテクセンター松本　訓練課 就職支援担当
　電話 0263-58-3392
　訓練受講者の求職情報に関するアクセス先
　URL:https://www3.jeed.go.jp/matsumoto/poly/biz/kyujin.html
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ポリテクセンターでは求職中の方を対象に６～７か月間の職業訓練を実施
し、即戦力となる人材を育成しています。ぜひ、ポリテクセンターの訓練受
講者・修了者の採用をご検討ください。

＜ポリテクセンター長野＞の職業訓練

機械CAD/NC加工科
・２次元CAD、３次元CAD
・切削加工基本、NC機械プログラミング及び
加工

機械オペレーション科
・２次元CAD、３次元CAD
・切削加工基本、NC機械プログラミング及び
加工

・ビジネススキル講習、企業実習

電気設備技術科
・電気設備工事、消防設備
・CAD
・シーケンス制御

CADものづくりサポート科
・機械製図
・２次元CAD、３次元CAD、CAM
・生産管理、品質管理
・NC工作機械オペレーション

ビル設備サービス科
・空調設備、給排水衛生設備、ビルクリーニング
・電気設備、自動火災報知設備、ボイラー
・シーケンス制御、高圧受変電設備

生産システムエンジニア科
・ネットワーク構築
・Webシステム開発、PLC制御
・プログラミング、データベースシステム

建築CADデザイン科
・機械製図
・２次元CAD、３次元CAD、CAM
・生産管理、品質管理

＜ポリテクセンター松本＞の職業訓練
CAD/NC技術科
・機械製図
・２次元CAD、３次元CAD、CAM
・旋盤、フライス盤加工
・NC工作機械のプログラミング及び加工

金属加工科
・鉄鋼材の加工
・炭酸ガスアーク溶接
・機械板金、薄板のTIG溶接

CADものづくりサポート科
・機械製図
・２次元CAD、３次元CAD、３Dプリンタ
・生産管理、品質管理
・NC工作機械オペレーション

電気設備技術科
・電気設備工事、消防設備
・CAD
・シーケンス制御

ポリテクセンター長野とポリテクセンター松本で実施する職業訓練と併せて

人材開発支援助成金
を活用してみませんか

　人材開発支援助成金は、雇用する労働者に対し職業訓練を実施
した場合などに訓練経費や訓練期間中の賃金の一部等を助成する
制度です。
　ポリテクセンター長野とポリテクセンター松本で実施する在職
者への職業訓練を従業員に受講させた場合、通常よりも高率の助
成を受けることができます

※�助成金の対象になるには、実受講時間が特定訓練コースでは 10 時間
以上、一般訓練コースでは 20 時間以上であることが必要となります。
また、特別育成訓練コースでは 20 時間以上であることが必要となり
ます。

中小企業が能力開発セミナー（受講料 9,000 円、訓練時間 18 時間）を受講させた場合
※ 100 円未満は切り捨て

◇賃金助成
760 円× 18 時間＝ 13,600 円
◇経費助成
9,000 円（税込み）× 45％＝ 4,000 円

◇受講者１人当たりの支給額

17,600 円

助成金申請に係るお問合せ先
長野労働局 訓練室／（026）226-0862

※�助成を受けるためには「訓練実施計画届」を、訓練開始日から起算して１か月前までに、
長野労働局職業安定部訓練室に提出する必要があります。

（令和４年１０月１日現在）（今後、助成内容は変更される可能性がありますので、ご注意ください。）

人材開発支援助成金

支給対象となる訓練
表中（　）内は中小企業以外

賃金助成
（1 人 1 時間当たり）

経費助成
（受講料等）

生産性要件を
満たす場合※ 1

生産性要件を
満たす場合※ 1

①特定訓練コース
（ポリテクセンターの

訓練等が該当）

760 円
（380 円）

960 円
（480 円）

45%
（30%）

60%
（45%）

②一般訓練コース 380 円 480 円 30% 45%

③特別育成訓練コース
（ポリテクセンターの

訓練等が該当）

760 円
（475 円）

960 円
（600 円）

60％～ 100%
（額の上限あり）※２

◆�助成金には限度額等の制限があり
ます。

◆�業務命令による訓練受講に対して
は賃金の支払い及び会社が全額受
講に係る費用の負担が必要です。

※１�生産性要件につきましては、 労
働局にお問合せください。

※２�特別育成訓練コースの経費助成
は訓練受講者を正社員化した場
合と非正規を維持した場合で助
成率が異なります。また、訓練
時間に応じた助成額の上限が設
けられています。詳細は労働局
訓練室にお問合せください。

活 用 事 例

検索 長野労働局 HP

※助成金には限度額等 の
制限があります。

人材育成に取り組む事業主の皆様へ

ポリテクセンター長野とポリテクセンター松本で実施する職業訓練と併せて

を活用してみませんか

人材開発支援助成金

人材開発支援助成金は、雇用する労働者に対し職業訓練
を実施した場合などに訓練経費や訓練期間中の賃金の一
部等を助成する制度です。

ポリテクセンター長野とポリテクセンター松本で実施する在
職者への職業訓練を従業員に受講させた場合、通常よりも
高率の助成を受けることができます。

※ 助成を受けるためには「訓練実施計画届」を、訓練開始日から起算して１か月前までに、
長野労働局職業安定部訓練室に提出する必要があります。

助成金申請に係るお問合せ先

長野労働局訓練室／（026）226-0862

検索 長野労働局ＨＰ 人材開発支援助成金

活 用 事 例

中小企業が能力開発セミナー（受講料9,000円、訓練時間18時間）を受講させた場合
※100円未満は切り捨て

◇経費助成
9,000円(税込み) 45％＝4,000円

◇賃金助成
760円 18時間＝13,600円

◇受講者１人当たりの支給額

17,600円

※業務命令による訓練受講
に対しては、賃金の支払い
及び会社が全額受講に係る
費用の負担が必要です。

支給対象となる訓練
賃金助成

（1人1時間当たり）
経費助成

（受講料等）

生産性要件を
満たす場合

生産性要件を
満たす場合

①特定訓練コース
（ポリテクセンターの

訓練等が該当）
（ ）内は中小企業以外

760円
（380円）

960円
(480円)

45％
（30%）

60％
（45%）

②一般訓練コース 380円 480円 30％ 45％

※生産性要件につきましては、
労働局にお問合せください。

※助成金の対象になるには、実受講時間が特定訓練コースでは１０時間以上、一般訓練コースでは２０時間以上
であることが必要となります。

（平成30年12月１日現在）（今後、助成内容は変更される可能性がありますので、ご注意ください）

※助成金には限度額等 の
制限があります。

人材育成に取り組む事業主の皆様へ

ポリテクセンター長野とポリテクセンター松本で実施する職業訓練と併せて

を活用してみませんか

人材開発支援助成金

人材開発支援助成金は、雇用する労働者に対し職業訓練
を実施した場合などに訓練経費や訓練期間中の賃金の一
部等を助成する制度です。

ポリテクセンター長野とポリテクセンター松本で実施する在
職者への職業訓練を従業員に受講させた場合、通常よりも
高率の助成を受けることができます。

※ 助成を受けるためには「訓練実施計画届」を、訓練開始日から起算して１か月前までに、
長野労働局職業安定部訓練室に提出する必要があります。

助成金申請に係るお問合せ先

長野労働局訓練室／（026）226-0862

検索 長野労働局ＨＰ 人材開発支援助成金

活 用 事 例

中小企業が能力開発セミナー（受講料9,000円、訓練時間18時間）を受講させた場合
※100円未満は切り捨て

◇経費助成
9,000円(税込み) 45％＝4,000円

◇賃金助成
760円 18時間＝13,600円

◇受講者１人当たりの支給額

17,600円

※業務命令による訓練受講
に対しては、賃金の支払い
及び会社が全額受講に係る
費用の負担が必要です。

支給対象となる訓練
賃金助成

（1人1時間当たり）
経費助成

（受講料等）

生産性要件を
満たす場合

生産性要件を
満たす場合

①特定訓練コース
（ポリテクセンターの

訓練等が該当）
（ ）内は中小企業以外

760円
（380円）

960円
(480円)

45％
（30%）

60％
（45%）

②一般訓練コース 380円 480円 30％ 45％

※生産性要件につきましては、
労働局にお問合せください。

※助成金の対象になるには、実受講時間が特定訓練コースでは１０時間以上、一般訓練コースでは２０時間以上
であることが必要となります。

（平成30年12月１日現在）（今後、助成内容は変更される可能性がありますので、ご注意ください）

人材育成に取り組む事業主の皆様へ
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(1)

(2)

□ ポリテクセンター長野
FAX ０２６－２４３－２７９７ □ ポリテクセンター松本

FAX ０２６３－５８－５０６２

　◆ファックスでお申込みいただいた日から３日間(土・日・祝日を除く)を過ぎても、ポリテクセンターからの電話
　　確認がない場合は、お手数ですが、お申込みいただいたポリテクセンターまでお電話ください。

お 申 込 日　　　　西暦　　　　　年　　　　月　　　　日

　以下の能力開発セミナーについて、訓練内容と受講要件(ある場合のみ)を確認の上、申し込みます。
コース
番　号

コ　ー　ス　名
フ　リ　ガ　ナ
受講者氏名 生年月日(西暦)

受付番号
（記入不要）

男
・
女

　　　　　　　　　　　　年

　　 　　　月　　　　　日

訓練に関する経験・技能等(※１) 就業状況（該当に〇印） 正社員　　非正規雇用　　その他(自営業等)

コース
番　号

コ　ー　ス　名
フ　リ　ガ　ナ
受講者氏名 生年月日(西暦)

受付番号
（記入不要）

フ　リ　ガ　ナ
受講者氏名 生年月日(西暦)

受付番号
（記入不要）

男
・
女

　　　　　　　　　　　　年

　　 　　　月　　　　　日

男
・
女

　　　　　　　　　　　　年

　　 　　　月　　　　　日

訓練に関する経験・技能等(※１) 就業状況（該当に〇印） 正社員　　非正規雇用　　その他(自営業等)

コース
番　号

コ　ー　ス　名

※１　訓練を進める上での参考とさせていただくため、今回受講するコース内容に関連した職務経験、資格、教育訓練受講歴等をお持ちの
      方は、さしつかえない範囲でご記入ください（例：切削加工の作業に約５年間従事）。

◇貴社（または貴団体）からのお申込み（貴社または貴団体が受講料をお支払いになる場合）　※２

令和５(２０２３)年度　能力開発セミナー受講申込書

訓練に関する経験・技能等(※１) 就業状況（該当に〇印） 正社員　　非正規雇用　　その他(自営業等)

担当者
（連絡先）

所属部署
役　　　職

フリガナ

氏　　名

従業員数
（該当に✔） □29人以下　　□30～99人　　□100～299人　　□300～499人　　□500～999人　　□1000人以上

業　　種
（該当に✔） □建設業　　　□製造業　　　□情報通信業　　　□卸売・小売業　　　□サービス業　　　□その他

※２　会社・団体からお申し込みされた場合、受講された方が所属する会社・団体の代表者の方に、後日アンケート調査へのご協力をお願
　　　いいたします。

◇個人でのお申込み（受講される方ご自身が受講料をお支払いになる場合)　※３

氏　名 電話番号

2023能力開発セミナーコースガイド

住　所
〒

(注１) 訓練内容等でご不明な点、あるいは安全面・健康上においてご不安な点等ございましたら、あらかじめご相談ください。

（注2） お申込み後に受講者の変更を希望する場合は、お申込みされたポリテクセンターへお電話でご連絡ください。併せて、受講
者変更届をファックスでご提出ください。（土日祝日を除いたセミナー３日前まで受付可）

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は「個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第57号）を遵守し、保有個人情報を適切に管理し、個人の権
利利益を保護いたします。当機構では、必要な個人情報を、利用目的の範囲内で利用させていただきます。

ご記入いただいた個人情報については、能力開発セミナーの受講に関する事務処理（連絡、修了証書の交付、修了台帳の整備）及び個人を特定しない統計処理、
当機構の能力開発セミナーや関連するイベント・セミナー等のご案内に使用するものであり、それ以外に使用することはありません。

所在地

FAX番号

（注3） お申込み後に受講をキャンセルする場合は、お申込みされたポリテクセンターへお電話でご連絡ください。併せて、受講キャ
ンセル届をファックスでご提出ください。

（注4） お申し込み後のキャンセルは、セミナー開始日の１４日前までに電話によるご連絡とファックスによる届出がない場合、また
は、１４日前を過ぎてからのご連絡の場合、受講料全額をご負担いただきますので、ご注意ください。

貴社名
電話番号

〒

保有個人情報保護について

入力ＴＥＬ

お申込み
（お申込みのセンターに☑）

(平日昼間に連絡可能な番号をご記入ください)

(1)

(2)

開催日

/　 ～ 　/

受講者氏名

/　 ～ 　/

/　 ～ 　/

/　 ～ 　/

/　 ～ 　/

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は「個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第57号）を遵守し、保有
個人情報を適切に管理し、個人の権利利益を保護いたします。当機構では、必要な個人情報を、利用目的の範囲内で利用
させていただきます。

ご記入いただいた個人情報については、能力開発セミナーの受講に関する事務処理（連絡、修了証書の交付、修了台帳の
整備）及び個人を特定しない統計処理、当機構の能力開発セミナーや関連するイベント・セミナー等のご案内に使用するも
のであり、それ以外に使用することはありません。

□未振込

□振込済
　振込日：　　　年　　月　　日

□未振込

□振込済
　振込日：　　　年　　月　　日

□未振込

□未振込

□振込済
　振込日：　　　年　　月　　日

□未振込

　　下記のとおり、申し込んだ能力開発セミナーの受講キャンセル届を提出します。

□振込済
　振込日：　　　年　　月　　日

受 講 キ ャ ン セ ル 届

 ※ 届出の前に必ずご一読ください

☛

コース番号 コ　ー　ス　名

貴 社 名

□振込済
　振込日：　　　年　　月　　日

届　　出　　内　　容

所　　属

※受信欄（記入不要）

Ｆ Ａ Ｘ

☛

 １．届出記入者情報 (個人でのお申込みの場合、「貴社名」「所属」欄への記入は不要です)

届出年月日　　西暦　　　　　　年　　　　月　　　　日

　保有個人情報保護について

ご担当者氏名

 ２．受講キャンセルの内容

Ｔ Ｅ Ｌ

受講料の振込状況
※□にチェックを入れてください

ご 提 出 先
（お申込みのセンターに☑）

ポリテクセンター長野
FAX ０２６－２４３－２７９７

ポリテクセンター松本
FAX ０２６３－５８－５０６２

受講をキャンセルする場合、お申込みいただいたポリテクセンターにお電話でご連絡
の上、この受講キャンセル届に必要事項をご記入いただき、お申込みいただいたポリ
テクセンターまで、ファックスでお送りください。

セミナー開始日の14日前までに、電話によるご連絡とファックスによる届出がない、ま

たは、14日前を過ぎてからのご連絡の場合、受講料全額をご負担いただきますのでご

注意ください。
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(1)

(2)

開催日

/　 ～ 　/

受講者氏名

/　 ～ 　/

/　 ～ 　/

/　 ～ 　/

/　 ～ 　/

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は「個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第57号）を遵守し、保有
個人情報を適切に管理し、個人の権利利益を保護いたします。当機構では、必要な個人情報を、利用目的の範囲内で利用
させていただきます。

ご記入いただいた個人情報については、能力開発セミナーの受講に関する事務処理（連絡、修了証書の交付、修了台帳の
整備）及び個人を特定しない統計処理、当機構の能力開発セミナーや関連するイベント・セミナー等のご案内に使用するも
のであり、それ以外に使用することはありません。

□未振込

□振込済
　振込日：　　　年　　月　　日

□未振込

□振込済
　振込日：　　　年　　月　　日

□未振込

□未振込

□振込済
　振込日：　　　年　　月　　日

□未振込

　　下記のとおり、申し込んだ能力開発セミナーの受講キャンセル届を提出します。

□振込済
　振込日：　　　年　　月　　日

受 講 キ ャ ン セ ル 届

 ※ 届出の前に必ずご一読ください

☛

コース番号 コ　ー　ス　名

貴 社 名

□振込済
　振込日：　　　年　　月　　日

届　　出　　内　　容

所　　属

※受信欄（記入不要）

Ｆ Ａ Ｘ

☛

 １．届出記入者情報 (個人でのお申込みの場合、「貴社名」「所属」欄への記入は不要です)

届出年月日　　西暦　　　　　　年　　　　月　　　　日

　保有個人情報保護について

ご担当者氏名

 ２．受講キャンセルの内容

Ｔ Ｅ Ｌ

受講料の振込状況
※□にチェックを入れてください

ご 提 出 先
（お申込みのセンターに☑）

ポリテクセンター長野
FAX ０２６－２４３－２７９７

ポリテクセンター松本
FAX ０２６３－５８－５０６２

受講をキャンセルする場合、お申込みいただいたポリテクセンターにお電話でご連絡
の上、この受講キャンセル届に必要事項をご記入いただき、お申込みいただいたポリ
テクセンターまで、ファックスでお送りください。

セミナー開始日の14日前までに、電話によるご連絡とファックスによる届出がない、ま

たは、14日前を過ぎてからのご連絡の場合、受講料全額をご負担いただきますのでご

注意ください。
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(1)

(2)

就業状況 正社員 ・ 非正規雇用 ・ その他

フリガナ

受講者氏名

　　　　　　年　　　月　　　日生生年月日（西暦）

　　　　　　年　　　月　　　日生

男　　・　　女

正社員 ・ 非正規雇用 ・ その他

生年月日（西暦）

性別

就業状況

 １．届出記入者情報  (個人でのお申込みの場合、「貴社名」「所属」欄への記入は不要です)

コース
番  号

コ　ー　ス　名

ご担当者氏名 所　　属

 ２．受講者の変更内容

※受信欄（記入不要）

貴 社 名

受講者氏名

受　講　者　変　更　届

Ｆ Ａ Ｘ

※届出の前に必ずご一読ください

☛

届出年月日　　西暦　　　　　　年　　　　月　　　　日

☛

(注)　すでに受講票がお手元に届いている場合は、受講者名を変更してお持ちください。

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は「個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第57号）を遵守し、保有個
人情報を適切に管理し、個人の権利利益を保護いたします。当機構では、必要な個人情報を、利用目的の範囲内で利用させ
ていただきます。

Ｔ Ｅ Ｌ

　　下記のとおり、申し込んだ能力開発セミナー受講者の変更届を提出します。

届　　出　　内　　容

受講者氏名等

変 更 前 変 更 後

ご記入いただいた個人情報については、能力開発セミナーの受講に関する事務処理（連絡、修了証書の交付、修了台帳の整
備）及び個人を特定しない統計処理、当機構の能力開発セミナーや関連するイベント・セミナー等のご案内に使用するものであ
り、それ以外に使用することはありません。

性別 男　　・　　女

変更後の
各事項を記入
してください

フリガナ

受講者氏名

　保有個人情報保護について

ご 提 出 先
（お申込みのセンターに☑）

ポリテクセンター長野
FAX ０２６－２４３－２７９７

ポリテクセンター松本
FAX ０２６３－５８－５０６２

受講者を変更する場合、お申込みいただいたポリテクセンターにお電話でご連絡の上、
この受講者変更届に必要事項をご記入いただき、お申込みいただいたポリテクセン
ターまで、ファックスでお送りください。

受講者の変更は、遅くともセミナー開始日の３日前（土・日・祝日を除く)までに、お電話

でのご連絡及びこの受講者変更届をご提出ください。
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至
柳
町

至
長
野

至
須
坂

至
須
坂
・
豊
野

至上田

東部中

吉田三

運動公園西口

吉田小

信濃吉田駅
長野電鉄

至豊野 至稲田若槻

東和田

桐原

国道406号線

朝陽駅

デリシア

長野運動公園

北尾張部

運動公園北口

長野東郵便局

石渡・南堀

ながの東急ライフ

国道18号線

ポリテクセンター長野

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線

村
井
駅

平
田
駅

西原バス停

ファミリー
マート

セブンイレブン
ドミノ・ピザ
デリシア

吉田

村井

国
道
19号
線

田川

田川橋 寿小池

まつもと医療センター

筑摩野
中学校

村井寿
交番前

長野自動車道

塩尻北インター

至塩尻

至松本

竹渕バス停

平田南
平田橋

百瀬橋

村井下町北
ポリテクセンター松本

〒381-0043
長野市吉田4-25-12

TEL 026-243-7805（訓練課）
FAX 026-243-2797
 URL https://www3.jeed.go.jp/nagano/poly/

独立行政法人  高齢・障害・求職者雇用支援機構 長野支部
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北長野駅 吉田東町バス停

交通アクセス
■しなの鉄道 ……北長野駅から徒歩10分（経路沿いの歩道橋を渡り、東へ約１km）
■長野電鉄 ………信濃吉田駅から徒歩15分　朝陽駅から徒歩15分
■長電バス ………（運動公園線）吉田東町停留所から徒歩３分

交通アクセス
■JR …………………平田駅から徒歩20分
■アルピコバス ……（寿台線）竹渕停留所から徒歩10分　西原停留所から徒歩５分

能力開発セミナー
コースガイド

社員教育をローコストで
お手伝いします！

働く人のための短期
スキルアップ研修
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